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教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子ども学特論 2 ３０ 必修 
１年・

前期 
坂越正樹 

ね
ら
い 

子どもの全体的な理解と把握を目的として，子ども・子育て支援としての「実践としての子ども学」を思想的、理論的、実践的

観点から検討し、「子どもの人間学」の立場からそれらを統合して実践的な臨床知の習得を目標とする。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 
わが国における「子ども研究」の歴史 戦前の「児童研究」の特色を箇

条書きが出来る。 

小笠原道雄編『進化す

る子ども学』福村出版、

2009 年 

2 
戦前のわが国における「子ども研究」の歴史 

3 
戦後のわが国における「子ども研究」の歴史 

4 

６０年代の戦後のわが国における「子ども研究」の歴

史 

5 

「子ども」観の歴史 「学際的な子ども学」出現の必

然性と，意義を箇条書きができ

る。 

坂越正樹編著『教育的

関係の解釈学』東信

堂、2019 年 

6 

「子ども」と「大人」の関係史 

7 

「教師」と「児童・生徒」の教育的関係 

8 

教育的関係の現代的変容 

9 
現代日本における子ども問題としての「虐待」 日本においては「子ども学」の

進化が子どもの「虐待」によるこ

とを認識できる(レポート提出)。 

保坂亨編『日本の子ど

も虐待』福村出版、

2007 年 

10 
現代日本における子ども問題としての「いじめ」 

11 
子どもの人間学研究の歴史的展開 「子どもの人間学」とは何かが

箇条書き出来る。 

和田修二『子どもの人

間学』第一法規、1982

年 

12 
子どもの人間学研究の必要性 

 

13 
「現代の子ども学」について 子ども・子育ての実践知を具

体的に箇条書き出来る。 

坂越正樹編『教育的関

係の解釈学』東信堂、

2020 年 

14 
「子ども・子育て支援」の実践知 

15 

「子ども・子育て支援研究センター」で行う育児＝子ども支

援の現場を観察 

子どもの動きを記録できる。  

16 

レポート 「子ども学」について自分の理

解を簡潔に述べることが出来

る。 

 

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
現代社会で要請されている「子ども学」につ

いて学習者自身が理解し、それを他者に説

明することができ，その上で実践に参加でき

ること。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

レポート：50％ 

プレゼンテーション：25％ 

討議内容：25％ 

 

徹底的に学習者中心の学修法

をとる。具体的には、毎回の課題

も自分で設定し、それをレポート

し、発表し，全体の討議にも参加

し，それ等を自己評価させる。 

なお、週１～２回のペースで 2～3

時間文献、論文の読解、考察を

通した予習を行い、同様のペー

スで課題に関するレポートを作

成し、復習すること。 



 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子ども学演習 ２ ３０ 必修 
1 年・

後期 
坂越正樹 

ね
ら
い 

実践学としての子ども学は、具体的な子どもの身体的発達や隠されている感情、衝動の表出、さらにはそれ等の分析の手

法を学習することによって、子どもの具体的で全体的な把握が可能となることを理解する。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 
教育学の展開 教育学と子どもの人間学の関

係を自分の言葉で説明出来

る。 

和田修二『子どもの人

間学』第一法規、1982

年 

2 
教育学の展開と人間学的関心 

3 
教育学と子どもの人間学 

4 
子どもの人間学の必要性 

5 
人間学的にみた子どもの発達の意味 子 ど も の 発 達 に つ い て

(1)(2)(3)(4)について箇条書き

ができる。 

和田修二『子どもの人

間学』第一法規、1982

年 

小笠原道雄編『進化す

る子ども学』福村出版、

2009 年 

6 
人間学的にみた子どもの発達の原理 

7 
人間学的にみた子どもであるための条件 

8 
人間学的にみた子どもの発達の分析 

9 
子どものプロジェクション(隠されている感情や衝動

の表出) 

子どもの隠されている表出に

ついて具体的に説明出来る。 

小林登編『新しい子ど

も学（全 3 巻）』、海鳴

社、1986 年 

10 
子どもの＜からだ>と自己体験 

11 
子どもの世界における<もの> 子どもにとっての<もの>と子ど

もの<ねがい>について具体的

に説明出来る。 

森田伸子『子どもと哲

学を―問いから希望

へ』勁草書房、2011 年 

12 
子どもの<ねがい> 

13 
子どもにとっての教育者 子どもからみた教師や学校に

ついて子どもの目線で表現が

出来る。 

小笠原道雄編『進化す

る子ども学』福村出版、

2009 年 

14 
子どもからみた学校 

15 

「子ども・子育て支援研究センター」での子どもの活動，保

護者、そして教育者の観察 

子どもの活動の実際と保護者

や教育者の対処法を記録出来

る。 

 

16 

試験 全体的として「子ども学」とは何

かを自分の言葉で説明出来

る。 

 

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
現代の子ども学が必要とされている用件を

理解し，その実践家として活動できる諸能

力を身につける。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

レポート：50％ 

プレゼンテーション：25％ 

討議内容：25％ 

座学としての「子ども学」ではな

く，「実践学として子ども学」を学

ぶために、学習者主体の学修法

を徹底する。自分で課題を設定

し，その問題解決法を考え,実践

／応用能力を身につける。 

なお、週１～２回のペースで 2～3

時間文献、論文の読解、考察を

通した予習を行い、同様のペー

スで課題に関するレポートを作

成し、復習すること。 



 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子どもの心理学特論 2 30 選択 
１年・

前期 
 山崎晃・八島美菜子 

ね
ら
い 

 子どもの認知・思考の発達，自己意識の発達，社会性の発達，言語の発達について、最新の研究知見

を取り入れながら概説する。併せて、講義と学生の報告及び討論によって、発達に影響を及ぼす現代の

子どもを取り巻く社会環境の変化などの要因について学び、子どもに関する発達心理学の専門的・批判

的態度・視点を深める。 

 授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

教 

育 

内 

容 

1 
授業の導入 

－子どもの心理学とはどのような学問領域か 

子どもの心身の発達に関する

理論及び研究領域、研究内容

について幅広く理解する。ま

た、心理学的に子どもを捉える

こと、臨床現場との関係で子ど

もを理解することの意味につい

て熟考する。 

 

保育・教育現場における、子ど

もの発達的理解について学び、

保育・教育現場で子どもを発達

心理学的に捉えることの意義を

考える。 

 

発達心理学研究の発展を理解

し、子どもの発達の複雑さを捉

えるために必要な視点につい

て考えを深める。子どもを発達

心理学的に理解するために必

要な視点について、自分なりの

意見をもつことができる。 

子どもを発達心理学的に理解

するために必要な視点につい

て、自分なりの意見をもつことが

できる。 

渡辺弥生・伊藤順子・

杉村伸一郎編『原著で

学ぶ社会性の発達』  

ナカニシヤ出版、 

2008年 

 

鯨岡峻・鯨岡和子『よ

くわかる保育心理学』

ミネルヴァ書房、2004

年 

 

遠藤利彦編『発達心理

学の新しいかたち』書

房、2005年 

 

2 
子どもの心理学の領域（１） 

－発達研究の動向－ 

3 
子どもの心理学の領域（２） 

発達の基盤－養育態度と子どもの発達－ 

4 
子どもの心理学の領域（３） 

親子関係－愛着－ 

5 
子どもの心理学の領域（４） 

自己と他者の理解－性役割の発達－ 

6 
子どもの心理学の領域（５） 

社会的問題解決①－レジリエンス－ 

7 
子どもの心理学の領域（６） 

社会的問題解決②－ソーシャルスキル－ 

8 
子どもの心理学の領域（７） 

セルフコントロール①－満足遅延－ 

9 
子どもの心理学の領域（８） 

セルフコントロール②－攻撃性－ 

10 
子どもの心理学の領域（９） 

仲間関係①－仲間との相互作用－ 

11 
子どもの心理学の領域（10） 

仲間関係②－仲間内の社会的地位－ 

12 

子どもの心理学の領域（11） 

保育者・教師と子どもの関係① 

－保育者と幼児－ 

13 

子どもの心理学の領域（12） 

保育者・教師と子どもの関係② 

－教師と生徒－ 

14 
文献の批判的検討①  

英語論文レビュー(仲間関係) 

15 
文献の批判的検討②  

英語論文レビュー(教師と生徒の関係) 

16 試験なし  

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
子どもに関する発達心理学的研究の基礎

的知識の習得、発達のプロセスについて

理解し、保育・教育現場における子ども

の発達と教育・保育との関連について捉

え、その意義を理解する。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

レポートの内容：25％ 

プレゼンテーション：25％ 

討議参加：25％ 

発言内容：25％ 

文献の紹介文献の内容について

自らの意見を発表する。 

週１～２回/2～3時間文献、論文

等について予習し、同様のペース

で授業に必要な予備学習に取り

組むこと。 



 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子どもの心理学演習 2 30 選択 
１年・

後期 
山崎晃・八島美菜子 

ね
ら
い 

最新の文献講読をとおして、子どもの発達プロセスとそのメカニズムを生涯発達心理学的視点から研究する能力・視点・態

度を学修する。子どもの発達に関する基本的考え方、理論、研究方法、アプローチを理解し、文献解読能力と課題提案能

力、解決方法の創出能力を高める。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 
心理学的研究方法 

－多様な研究方法について理解する－ 

子どもに関する発達心理学的

研究の方法論とその分析につ

いて理解し、自分でも試してみ

たい方法について準備を進め

る。 

Psychological Abstract 

Child Development 

Developmental 

Psychology 

 

渡辺弥生・伊藤順子・

杉村伸一郎編『原著で

学ぶ社会性の発達』  

ナ カ ニ シ ヤ 出 版 、 

2008 年 

2 
子どもの発達に関する研究の現状と課題 

－使用図書を参考に興味のあるテーマを理解する－ 

3 

心理学的研究の方法論についての討議 

－選定した研究方法について他の文献を参考にしなが

らその方法論について討議－ 

4 
選定された研究テーマの方法論の理解 

－選定したテーマ・研究の追調査の準備をする－ 

5 

調査の実践（1）予備観察 

－教育・保育現場に出向き、自分の選定した研究につ

いて調査をするための対象児を観察する－ 

子どもに関する心理学的研究

の方法を実際に試し、研究で

得られる結果の実際について

理解を深める。 

発達心理学研究 

保育学研究 

乳幼児教育学研究 

科学研究費補助金報

告書 

受託研究報告書 

自治体発行の資料 

 

Ｈａｎｄｂｏｏｋ of child 

psychology and 

developmental 

psychology, Ⅰ～Ⅳ 

6 

調査の実践（2）対象児の選定と準備 

－教育・保育現場に出向き、選定した対象児を観察し、

データ収集の準備を行う－ 

7 

調査の実践（3）観察とデータ収集① 

－教育・保育現場に出向き、選定した対象児を観察し、

データ収集を行う－ 

8 

調査の実践（4）観察とデータ収集② 

－教育・保育現場に出向き、対象児に対し自分の選定

した研究の追調査を行い、データを収集する－ 

9 

調査の結果の分析 

－対象児について得られたデータの分析と簡単な結果

のまとめを行う－ 

10 

調査データの現場への還元 

－対象児について担当保育者から情報収集を行い、調

査結果と対応づける－ 

子どもに関する心理学的研究

の分析方法および考察の導き

出し方について理解を深め、

方法を習得する。 

11 

調査データ分析結果の考察 

－研究目的と調査結果との対応について熟考する－ 

12 

調査研究のまとめ 

－調査の結果とオリジナルの研究結果と比較・考察し、発

表用資料を作成する－ 

調査した結果を受け、先行研

究と自ら導きだした結果を比較

し、研究目的に沿って成果を

まとめ、研究のまとめ方につい

て理解し、実践する。 
13 

調査研究のプレゼン資料作成 

－調査の結果についてプレゼン資料の作成及びプレゼ

ンテーションを練習する－ 

14 
調査研究に関するプレゼンテーション 

－各受講者の調査の結果発表を行う－ 

発達心理学的に子どもをとらえ

るとはどのようなことかについて

自らの考えをまとめ、論理的に 

説明できる。 
15 

調査研究についての討議 

－発達心理学研究の実際を体験し考えたこと、発達心理

学的に子どもをとらえる際の留意点などについて討議- 

16 
試験なし  

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
発達心理学の方法論を体感することにより、

子どもを発達心理学的にとらえるとはどのよ

うなことか、子どもに対する発達心理学的視

点とはいかなるものか、について自分の意

見を述べることができること。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

発表内容：30％ 

プレゼンテーション：40％ 

レポート：30％ 

追研究を積極的に体感した上

で、発達心理学研究や子どもを

とらえる視点について自らの意

見を随時述べる形をとる。 

なお、週１～２回のペースで 2～3

時間文献、論文、データに関す

る分析を予習とし、同様のペース

で授業に必要なデータ収集等の

事前学習に取り組むこと。 



 

 

 

 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子ども学学際特論Ⅰ ２ 30 選択 １前 
坂越正樹・伊藤駿・大迫知佳子・

八島美菜子・山崎晃・和田玲子 

ね
ら
い 

教育学と一言にいっても、その研究対象や研究方法、分析の視座などは多岐にわたる。本講義では、特に非教科教育系

の教育諸科学について複数の教員から講義を行う。講義を通して、教育学の多様性を知るとともに、自身の修士論文で依

拠すべきディシプリンを探究することをねらいとする。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 
教育哲学（１）坂越正樹 

教育哲学の視座 

各文献を批判的な視点で読み

込み、文献の内容はもちろん

のこと、論の組み立て方などを

理解し、さらなる研究の方向性

を考えることができる。 

必要資料は、事例ごと

に提示する。 

2 
教育哲学（２）坂越正樹 

教育哲学の対象 

3 
教育哲学（３）坂越正樹 

教育哲学の研究・分析方法 

4 
教育社会学（１）伊藤駿 

教育社会学の視座 

5 
教育社会学（２）伊藤駿 

教育社会学の対象 

6 
教育社会学（３）伊藤駿 

教育社会学の研究・分析方法 

7 
西洋音楽史（１）大迫知佳子 

西洋音楽史の視座 

8 
西洋音楽史（２）大迫知佳子 

西洋音楽史の対象 

9 
西洋音楽史（３）大迫知佳子 

西洋音楽史の研究・分析方法 

10 
発達心理学（１）八島美菜子 

発達心理学の視座 

11 
発達心理学（２）山崎晃 

発達心理学の対象 

12 
発達心理学（３）山崎晃 

発達心理学の研究・分析方法 

13 
音楽療法（１）和田玲子 

音楽療法の視座 

14 
音楽療法（２）和田玲子 

音楽療法の対象 

15 
音楽療法（３）和田玲子 

音楽療法の研究・分析方法 

16 試験なし 

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
各ディシプリンの視座や特徴について説明

できるようになる。さらに自身の修士論文の

依拠すべきディシプリンについて仮説を生

成することができる。 

毎回のレジュメにより評価する。 先行文献をおよび，内外の学術

雑誌を読むこと。 

なお、これらの作業は週１～２回

のペースで 2～3時間行い、同様

のペースで課題に関するレポー

トを作成し、復習すること。 



 

 

 

 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子ども学学際特論Ⅱ ２ 30 選択 １後 
植田敦三・上田啓二・二階堂年

惠・升尾好博・藤井雄介・達川奎三 

ね
ら
い 

教育学と一言にいっても、その研究対象や研究方法、分析の視座などは多岐にわたる。本講義では、特に教科教育系に

ついて複数の教員から講義を行う。講義を通して、教育学の多様性を知るとともに、自身の修士論文で依拠すべきディシプ

リンを探究することをねらいとする。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 
算数科教育（１）植田敦三 

算数科教育の視座 

各文献を批判的な視点で読み

込み、文献の内容はもちろん

のこと、論の組み立て方などを

理解し、さらなる研究の方向性

を考えることができる。 

必要資料は、事例ごと

に提示する。 

2 
算数科教育（２）植田敦三 

算数科教育の対象 

3 
算数科教育（３）植田敦三 

算数科教育の研究・分析方法 

4 
音楽研究（１）上田啓二・藤井雄介 

音楽研究の視座 

5 
音楽研究（２）上田啓二・藤井雄介 

音楽研究の対象 

6 
音楽研究（３）上田啓二・藤井雄介 

音楽研究の研究・分析方法 

7 
社会科教育学（１）二階堂年惠 

社会科教育学の視座 

8 
社会科教育学（２）二階堂年惠 

社会科教育学の対象 

9 
社会科教育学（３）二階堂年惠 

社会科教育学の研究・分析方法 

10 
生活科教育（１）升尾好博 

生活科教育の視座 

11 
生活科教育（２）升尾好博 

生活科教育の対象 

12 
生活科教育（３）升尾好博 

生活科教育の研究・分析方法 

13 
英語科教育（１）達川奎三 

英語科教育の視座 

14 
英語科教育（２）達川奎三 

英語科教育の対象 

15 
英語科教育（３）達川奎三 

英語科教育の研究・分析方法 

16 試験なし 

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
各ディシプリンの視座や特徴について説明

できるようになる。さらに自身の修士論文の

依拠すべきディシプリンについて仮説を生

成することができる。 

毎回のレジュメにより評価する。 先行文献をおよび，内外の学術

雑誌を読むこと。 

なお、これらの作業は週１～２回

のペースで 2～3時間行い、同様

のペースで課題に関するレポー

トを作成し、復習すること。 



 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子どもの健康科学特論 2単位 30時間 選択 
1年・

前期 
 

ね
ら
い 

幼児･児童の成長と発達過程における健康心理、健康行動、および健康環境について、健康科学の一分野である健

康心理学の観点から考究する。子どもの健康維持･向上と予防的対応に関する理論的･実践的な知識を身につける。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 

本講義の概要説明 

健康心理学の基礎理論（１） 

 認知発達理論 

健康心理学の主要な基礎理

論について理解する。 

 

適宜、教材を配布す

る。 

2 
健康心理学の基礎理論（２） 

 社会心理学理論 

3 
健康心理学の基礎理論（３） 

 生物心理社会モデルと健康生成モデル 

4 
発達段階における健康リスク（１） 

 乳幼児期、児童期 

人間の各発達段階における特

徴的な健康リスクに関して把

握する。 

5 
発達段階における健康リスク（２） 

 青年期、成人期、老年期 

6 
学校のストレス（１） 

 学校におけるストレス原因とストレス反応 

学校と家庭におけるストレス

の子どもへの影響について考

察する。子どもがそのような

ストレス環境下で効果的に適

応するメカニズムとマネジメ

ント教育について、知識と技

法を修得する。 

7 
学校のストレス（２） 

 子どものストレス対処 

8 
家庭のストレスと学校生活への影響 

9 

子どものストレスマネジメント教育（１） 

 ソーシャルスキルアプローチ 

10 

子どものストレスマネジメント教育（２） 

 身体活動･運動アプローチ 

11 

健康リスク要因と子どものパーソナリティ（１） 

 タイプ A･攻撃性の発達 

健康リスク要因となる子ども

のパーソナリティ特性につい

て理解する一方、健康促進要

因となるパーソナリティ特性

についても考察する。 12 
健康リスク要因と子どものパーソナリティ（２） 

 攻撃性の抑制 

13 
健康リスク要因と子どものパーソナリティ（３） 

 ハーディネス、自己効力感の育成 

14 
子どもの健康行動と生活習慣（１） 

 食行動 

子ども健康を阻害する生活習

慣の影響について考察し、健

康行動への修正技法について

学修する。 
15 

子どもの健康行動と生活習慣（２） 

 生活時間 

16 

試験なし（レポート課題とする）  

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
 幼児･児童の成長と発達過程における健

康心理、健康行動、および健康環境につ

いて理解し、小学校教諭、幼稚園教諭等

として、子どもの健康維持･向上と予防的

対応について、健康心理学アプローチか

ら問題解決できる専門性を身につける。 

 

文献読解のレポート（50点） 

指定課題のレポート（50点） 

 

先行文献及び、内外の学術雑誌

を読むこと。 

さらに能動的に主題に関連する

課題を選択し、レポートを作成

すること。 

なお、これらの作業は週１～２回

のペースで 2～3時間行い、同様

のペースで授業に必要な予備自

習に取り組むこと。 



 

 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子どもの健康科学演習 ２ ３０ 選択 
２年・

後期 
 

ね
ら
い 

小児健康科学特論の講義を踏まえ、子どもの健康心理、健康行動、および健康環境に関する今日的な課題を取り上

げ、文献読解・事例･調査研究を通して、各主題に対する考察と研究技法について修得する。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 
子どものストレス対処と健康（１） 

 －心理社会的ストレスモデル 

学校や家庭におけるストレス

に対して子どもがもつコービ

ング資源の把握とその開発法

について修得する。 

 

適宜、教材を配布す

る。 

2 
子どものストレス対処と健康（２） 

 －コーピング能力 

3 
子どものストレス対処と健康（３） 

 －コーピング方略 

4 
子どものストレス対処と健康（４） 

－コーピング能力の開発 

5 
いじめとソーシャルサポート（１） 

－ソーシャル･サポートの構造と機能 

学校場目におけるいじめ問題

について、ソーシャル･サポー

ト活用の観点から解決法を考

察し、サポート介入法につい

て修得する。 
6 

いじめとソーシャルサポート（２）） 

 －いじめのメカニズム 

7 

いじめとソーシャルサポート（３） 

 －ソーシャル･サポートの効果 

8 

いじめとソーシャルサポート（４） 

 －ソーシャル･サポート介入と実践 

9 

健康パーソナリティの発達（１） 

－攻撃性の発達（１） 

健康リスクや健康維持に関与

するパーソナリティ特性につ

いて理解し、その抑制と育成

法について修得する。 

10 

健康パーソナリティの発達（２） 

－攻撃性の抑制 

11 

健康パーソナリティの発達（３） 

－自己効力感と健康 

12 

健康パーソナリティの発達（4） 

－自己効力感の育成 

13 

子どもの健康心理･行動アセスメント法（１） 

－ストレス過程のアセスメント－ 

幼児や児童の健康心理･行動

のアセスメントには特別の測

定尺度等が必要であり、その

尺度開発と測定法、用い方に

ついて修得する。 14 

子どもの健康心理･行動アセスメント法（２） 

 －対人関係のアセスメント－ 

15 

子どもの健康心理･行動アセスメント法（３） 

 －生活習慣のアセスメント－ 

16 
試験なし  

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 

小学校教諭、幼稚園教諭等として、幼児･

児童の発達過程における健康心理、健康

行動に関する今日的な課題に対して、取

り組むに必要な知識と解決法を身につけ

る。 

 

文献読解レポート（５０点） 

事例･調査レポート（５０点） 

内外の学術誌を読むこと。 

さらに能動的に主題に関連する

サブテーマを自ら選択し、事例

または調査レポートを作成する

こと。 

なお、これらの作業は週１～２回

のペースで 2～3時間で行い、同

様のペースで授業に必要なデー

タ収集等の自習に取り組むこと。 



 

 

 

 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子ども特別支援教育特論 ２ 30 選択 １前 伊藤駿 

ね
ら
い 

特別支援教育及びインクルーシブ教育について、その成立経緯・具体的実践・諸課題を具体的な先行研究のレビューを

行いながら、学んでいく。先行研究は社会学・教育学・心理学を中心とした日本語論文を想定しているが、インクルーシブ教

育の国際的発展なども扱い、日本の特別支援教育・インクルーシブ教育に限らない知見を獲得することをめざす。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 
イントロダクション 授業の概要や進め方、レジュメ

の作り方について説明する。 

必要資料は、事例ごと

に提示する。 

2 
文献講読（１） 

インクルーシブ教育の成立 

各文献を批判的な視点で読み

込み、文献の内容はもちろん

のこと、論の組み立て方などを

理解し、さらなる研究の方向性

を考えることができる。 

3 
文献講読（２） 

インクルーシブ教育の歴史 

4 
文献講読（３） 

インクルーシブ教育の具体的実践 

5 
文献講読（４） 

インクルーシブ教育の継承 

6 
文献講読（５） 

イングランドのインクルーシブ教育 

7 
文献講読（６） 

スコットランドのインクルーシブ教育 

8 
文献講読（７） 

ノルウェーのインクルーシブ教育 

9 
文献講読（８） 

特別支援教育の歴史 

10 
文献講読（９） 

特別支援教育の現状と現代的課題 

11 
文献講読（１０） 

特別支援教育における脳科学的研究（医学的観点） 

12 
文献講読（１１） 

特別支援教育における脳科学的研究（心理学的観点） 

13 
文献講読（１２） 

特別支援教育の具体的実践（特別支援学校） 

14 
文献講読（１３） 

特別支援教育の具体的実践（特別支援学級） 

15 
文献講読（１４） 

特別支援教育の諸課題と今後の展望 

16 試験なし 

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
インクルーシブ教育、特別支援教育に関す

る研究の現状を理解し、その課題について

自ら言及できるようになる。 

毎回のレジュメにより評価する。 先行文献をおよび，内外の学術

雑誌を読むこと。 

なお、これらの作業は週１～２回

のペースで 2～3時間行い、同様

のペースで課題に関するレポー

トを作成し、復習すること。 



 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子ども特別支援教育演習 2 30 選択 
1年・

後期 
伊藤駿 

ね
ら
い 

 本演習は、前期開講の子ども特別支援教育特論の内容の理解を深めるため、引き続き論文を和文・英文を問わず

渉猟し、得られた知見から現在及び今後のインクルーシブ教育・特別支援教育について討議する。それにより自身

の今後の研究を進める道筋を定める。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

１ 
イントロダクション―教科書の概要とレジュメの作成

方法 

本演習の学修方法や到達目

標について理解する 

ラニ・フロリアン編著、

倉石一郎・佐藤貴宣・

渋谷亮・濱元伸彦・伊

藤駿監訳『インクルー

シブ教育ハンドブック』

北大路書房、2023年。 
2 

文献講読① 

第 1 章 特別教育を再構想する：なぜ新しいアプロー

チが必要なのか 

各文献についての理解を深

め、その内容を説明できるよう

になる。 

３ 
論文講読② 

第 2 章 差異に立ち向かう：特別教育小史 

4 
論文講読③ 

第 3章 サービス提供の諸モデルと手立ての諸形態 

5 
論文講読④ 

第 4章 特別な教育的ニーズのカテゴリー 

6 

論文講読⑤ 

第 5 章 特別教育におけるエスニック・マイノリティ

の不均衡な配置 

7 
論文講読⑥ 

第 6章 特別教育に対する社会学的観点 

8 
論文講読⑦ 

第 7章 障害のある児童生徒の教育における社会正義 

9 
論文講読⑧ 

第 8章 教育における障害者の権利 

10 

論文講読⑨ 

第 11章 インクルーシブな学校教育は民主主義におけ

る前提条件なのか 

11 
論文講読⑩ 

第 14章 行動理論とその実践に残された課題 

12 
論文講読⑪ 

第 16章 特別教育の比較と国際的な視点 

13 

論文講読⑫ 

第 18 章 特別教育の応用科学：定量的アプローチが取り

組む問いと実践への示唆 

１４ 

論文講読⑬ 

第 19 章 インクルーシブな教室実践を研究する：参加の

ためのフレームワーク 

15 
論文講読⑭ 

第 20章 研究することと子どもの声を聴くこと 

16 試験なし 
 

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 

国内外の特別支援教育・インクルー

シブ教育に関する研究動向を正確か

つ批判的な視点から理解し、得られ

た知見をもとに様々な観点から特別

支援教育・インクルーシブ教育の展

望を考えることができる。 

本講義のねらいにしたがい、次のよう

に評価する。 

 毎回のレジュメ ：100％ 

 

先行文献をおよび，国内外の学術雑誌

を読むこと。さらに、自ら能動的に授業や

討論へ参加することを期待する。なお、週

1～2 回のペースで 2～3 時間文献、論文

の読解、考察を通した予習を行い、同様の

ペースで課題に関するレポートを作成し、

復習すること。 



 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子育て支援演習 ２ ３０ 選択 
２年・

前期 
津川典子 

ね
ら
い 

子育て支援をめぐる状況を理解し、ソーシャルワークの知識・技術をおさえながら、具体的に現場を観る、聴く、検討すること

により、現場の現状から根拠を探る力をつける。保育ソーシャルワークの専門性をもって子育て支援の現場に関わるために必要

な知識と倫理を身につける。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 
保育ケースワーク １ 

 ほどよい援助関係とは 

ケースワークに関する知

識をおさえながらも、より

具体的、臨床的な援助の

技法について理解する 

尾崎新「ケースワーク

の臨床技法 「援助関

係」と「逆転移」の活

用」 

誠信書房 １９９４年 

2 
保育ケースワーク ２ 

 援助関係の活用について 

3 
保育ケースワーク ３ 

 逆転移の活用について 

4 
保育ケースワーク ４ 

 自己活用のために（まとめ） 

5 

演習に向けての倫理と配慮 

 子育て支援の現場の役割を知り、演習における倫理、配慮に

ついて学び、それを基盤に自分の自己課題を設定する 

演習における配慮、倫理

を理解する。 

演習先の社会的役割に

ついて理解する。 

演習における自己課題を

明確にすることができる。 

 

6 

演習１ 

 大学附設の子育て支援センターで演習を行う 

利用者の活動が自然に

流れるように配慮しながら

演習することができる。自

己課題の視点を押さえな

がら演習し、レポートとし

てまとめる 

 

7 

保育グループワーク １ 

保育グループワークとは何なのかについてその原理について学

ぶ 

保育グループワークの原

理を身につける。 

保育グループワークのプ

ログラムを構成できる。 

黒木保博/横山穣/水

野良也/岩間伸之『グ

ループワークの専門

技術 』 中央法規 、

2001年 8 
保育グループワーク ２ 

保育グループワークのプログラムについて具体的に検討する 

9 

保育グループワーク  ３ 

グループダイナミックスについて理解し、その活用について検討す

る 

10 

保育グループワーク  ４ 

「相互援助システム」を問題解決に向けて活用するためにどうしたら

よいのかについて検討する 

11 

演習２ 

 大学附設子育て支援センターや地域の子育て支援施設において

演習を行う 

利用者の活動が自然に

流れるように配慮しな

がら演習することができ

る。自己課題の視点を

押さえながら演習し、レ

ポートとしてまとめる 

 

12 
コミュニティワーク １ 

コミュニティワークの原理を学ぶ 

コミュニティワークの原理

を理解し、コミュニティー

の中で保育ソーシャル

ワーカーとして何ができる

のかを考察することができ

る。 

ビル・リー著 武田信

子・五味幸子訳「地域

が変わる  社会が変

わる 実践コミュニティ

ワ ー ク 」  学 文 社    

２００５年 

13 

コミュニティワーク２ 

コミュイニティの組織化の段階におけるワーカーの役割について検

討する 

14 

コミュニティワーク３ 

「一般の人々による行動」について検討し、それに対する対応につ

いて検討する 

15 
まとめ 

 

１４回の学びを基盤として今

後の自己課題を立てる 
 

16 試験なし   

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 

子育て支援現場に関わるための倫理を知り、行

動できる。 

子育て支援現場の中で観る力、聴く力が育つ。 

子育て支援現場から得た事実と理論をすり合わ

せ、根拠をさぐる力が育つ。 

子育て支援に「関わる人」としての自分を振り返

える力をつける。 

本講義のねらいにしたがい、次のよ

うに評価する。 

観察記録：２０％ 

観察・演習後の小レポート：４０％ 

まとめレポート：４０％ 

授業の中で必要な事前、事後の資料を

集め、検討しておくこと。 

観察の前には自分の視点を絞っていく作

業をすること。 

現場から学んだこと、感じたことを色々な

資料を使って根拠づける作業をすること。 

なお、これらの作業は週１～２回のペース

で 4～5時間で行うこととする。 



 

 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

コミュニティ実践演習 ２ ３０ 選択 
２年・

前期 
升尾好博 

ね
ら
い 

本授業では、まずコミュニティの教育機能と生きる力を育成する学校・家庭・地域社会の全体構造を明らかにする。次に、コ

ミュニティにおける教育機能を具体的に把握しその理解を深める。そして、コミュニティの持つ教育機能を生かした教育の現

状と課題を明らかにするとともに、今後の推進・充実方策について考察・まとめを行う。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 

本演習の教育の概要の理解 

子どもを取り巻くコミュニティの現状分析と今後の在

り方の探究 

子どもを取り巻くコミュニティの

現状と今後の在り方を整理す

ることができる。 

「教育経営学の視点か

ら教師・組織・地域・実

践を考える―子どもの

ための教育の創造―」

岡東壽隆 ,北大路出

版,2009年 

必要な資料はその都

度提示する。 

2 
「生きる力」の育成が求められる背景の明確化 生きる力を育成するための

方策をまとめることができる。 

 

 

 

文献等を基にコミュニティと連

携した教育の歩みと意義をまと

めることができる。 

3 
「生きる力」の育成・充実方策の考察 

4 
コミュニティと連携・協力した教育の歩み 

 

５ 
コミュニティと連携・協力した教育の意義の考察 

6 
コミュニティの協力を得て行う教育活動の具体的方策 文献等をもとにまとめることが

できる。 

幼稚園・小学校の教育

計画 

7 
コミュニティの素材を教材化する教育活動の具体的方

策 

８ 
事例研究 コミュニティとの連携・協力による生活科

教育 

事例研究を通してコミュ二ティ

との連携による教育の要点を

整理することができる。 

 

 

 

 

 

 

『生涯学習・社会教育

行政必携（令和３年度

版）』第一法規ストア 

 

 

 

 

必要な資料はその都

度提示する。 

9 
事例研究 コミュニティとの連携による総合的な学習

の時間の実際 

10 

事例研究 コミュニティと公民館等社会教育施設の役割

について 

11 

制度事例研究 コミュニティの教育機能を学校教育に生

かす学校評議員制度について 

 

事例研究を通してコミュ二ティ

の教育機能を生かす効果的な

制度の活用方策を整理するこ

とができる。 12 

制度事例研究 コミュニティの教育機能を学校教育に生

かす学校地域支援本部について 

13 
制度事例研究 コミュニティの教育機能を学校教育に生

かすコミュニティスクールについて 

14 

生きる力の育成を目指したコミュニティとの連携・協力によ

る学校教育の推進・充実方策の整理 

プレゼンテーションの準備をす

ることができる。 

必要な資料はその都

度提示する。 

15 

生きる力の育成を目指したコミュニティとの連携・協力によ

る学校教育の推進・充実方策のプレゼンづくり 

16 

試験 コミュニティにおける教育機能

を総合的に理解し、プレゼン

テーションできる。 

 

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
生きる力の育成を目指して、コミュニティの

教育機能を生かした学校教育の推進・充実

方策を自分の意見も含めてまとめて発表す

ることができる。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

意見発表・討議内容：50％ 

プレゼンテーション：50％ 

 

 

文献研究、調査研究、事例研究

を取り入れる。 

なお、週１～２回のペースで２～

３時間文献、論文、データに関

する分析を予習とし、同様の

ペースで授業に必要なデータ収

集等の自習に取り組むこと。 



 

 

 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子どもの音楽療法演習 ２ ３０ 選択 
２年・

後期 
和田玲子 

ね
ら
い 

国内外で実践されている音楽療法関連分野の基礎知識として、障害児のための音楽療法の歴史と目的を理解し、事例検

討を通して多種多様な実践の方法について学ぶ。即興演奏技法を用いたノードフ＆ロビンズ音楽慮法の理論とテクニック

の基礎を学び、楽曲分析を通して、療法的目標と効果についての理解を深める。音楽療法を実践するうえで必要となる、

１．障害児理解 ２．効果的な音楽の使い方や即興演奏テクニックの基本 ３．年齢、健康状態、そして様々な現場に応じた

音楽活動を提案する能力 ４．観察・評価を実践に生かす力、５．他職種への説明能力およびコミュニケートする能力等を習

得することを目標とする。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 

ガイダンス（評価の方法・通年の流れなどの説明） 

音楽療法の定義 

 

音楽療法の歴史的背景と音楽

が人間に及ぼす作用をはじめ

とする基礎知識を習得し、論じ

ることができる。 

音楽療法における音楽の使い

方として、ノードフ＆ロビンズ音

楽療法に着目し、即興音楽を

臨床的に用いる意味を理解す

る。 

適宜、教材を配布す

る。 

2 
音楽療法の歴史 

 

3 
音楽の作用 

 

4 
障害児理解 

5 
事例検討①乳幼児を対象とした音楽療法 

 

乳幼児と小学生を対象とした

音楽療法の多様なありかたと

具体的な音楽療法的アプロー

チについて理解する。 6 
事例検討②小学校低学年を対象とした音楽療法 

 

7 
事例検討③小学校中高学年を対象とした音楽療法 

 

小学生と青少年を対象とした

音楽療法の理論と実践方法お

よび療法的音楽活動について

学び論じることができる。 8 
事例検討④中学・高校生を対象とした音楽療法 

9 
効果的な音楽の使用法①打楽器を用いて 

 

打楽器および伴奏楽器を用い

た即興演奏体験を通して音楽

の心理的、生理的、社会的作

用を理解する。 10 
効果的な音楽の使用法②伴奏楽器を用いて 

11 

効果的な音楽の使用法③即興的楽器活動 

 

打楽器及び伴奏楽器を用いた

即興演奏技能を習得すると共

に、音楽演奏中の相互関係に

着目し、音楽活動中の自己洞

察力を身に付ける。 12 

効果的な音楽の使用法④即興的な伴奏法 

13 

実技技能の演習①小学校低学年対象 

 

療法的に音楽を使用するため

の目的、方法を明確にし、計

画、実施、評価する力を習得

する。ロールプレイを通して障

害児理解を深め、学校教育に

おける応用の可能性を学ぶ。 
14 

実技技能の演習②小学校中学年対象 

15 

観察・評価の方法と活用 音楽療法を観察・評価し、保護

者や他職種への説明能力の

重要性を学ぶ。 

16 

試験 音楽療法の基礎知識を用い

て、効果的な療育的音楽活動

について論じることができる。 

教
育
評
価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
音楽療法とは何か、という質問に対して、そ

の定義、歴史的背景、心理・社会・生理的

理論、国内外での実践例などを用いて論じ

ることができる。さらに、音楽療法からヒント

を得た、音楽の効果的な利用法を活用し、

教育現場で計画・実践する基礎的な技法を

習得する。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

レポート試験：50％ 

討議・プレゼンテーション内容：50％ 

 

専門書、学術文献を読むこと。平

素から音楽の作用や音楽療法領

域について問題意識を持ち、そ

の効果に目を向けて教育現場や

社会を観察することを期待する。 

なお、これらの作業は、週１～２

回のペースで 6～7時間でおこな

い、授業に必要な予備自習に取

り組むこと。 



 

 

教 科 目 名 単位数 

時

間

数 

必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

発達障害の生理・病理特論 ２ ３０ 選択 1 前 伊藤駿 

ね
ら
い 

通常学級に在籍するような限局性学習症、注意欠如多動症(ADHD)や自閉スペクトラム症、発達性協調運動症

（DCD） などの発達障害に関する基本的な理解と最近の知見について講義をし、さらに教育および支援法を

事例的に検討し理解を深める。そのうえで発達障害概念が流布することの危険性を社会学的観点から開設す

る。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 
オリエンテーション，発達障害概論 発達障害についての概念とその

歴史について理解する。 

資料を配布する 

 

 

 

 

 

2 
中枢神経系の構造と機能 各文献を講読し、その内容を理

解するとともに説明できるようにな

る。 

3 
ＡＤＨＤの生理・病理：理解と支援：生理的基

礎知識と原因論 

4 
自閉スペクトラム症の生理・病理：理解と支援：

生理的基礎知識と原因論 

5 
限局性学習症の生理・病理：理解と支援：生理

的基礎知識と原因論 

6 
ＤＣＤの理解と支援：原因論および教育的配慮 

7 
その他の発達障害についての理解と支援：原因

論および教育的配慮 

8 
文献講読① 

『特殊教育・インクルーシブ教育の社会学』１章 

9 
文献講読② 

『特殊教育・インクルーシブ教育の社会学』２章 

10 
文献講読③ 

『特殊教育・インクルーシブ教育の社会学』３章 

11 
文献講読④ 

『特殊教育・インクルーシブ教育の社会学』４章 

12 
文献講読⑤ 

『特殊教育・インクルーシブ教育の社会学』５章 

13 
文献講読⑥ 

『特殊教育・インクルーシブ教育の社会学』６章 

14 
文献講読⑦ 

『特殊教育・インクルーシブ教育の社会学』７章 

15 
文献講読⑧ 

『特殊教育・インクルーシブ教育の社会学』８章 

16 
試験  

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 

限局性学習症、注意欠如多動症

(ADHD)や自閉スペクトラム症、発達性

協調運動症（ＤＣＤ） などの発達障害

に関する理解を深め、最近の知見を手

掛かりに、教育および支援法を検討し

その理解を深めることができる。また

発達障害概念が流布している状況につ

いて批判的検討を加えることができる。 

 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

試験７０パーセント 

小テスト及びレポート３０パーセント 

先行文献をおよび，内外の

学術雑誌を読むこと。 

さらに、自ら能動的に授業実

践へ参加することを期待す

る。 

なお、週１～２回のペースで

2～3 時間文献、論文の読

解、考察を通した予習を行

い、同様のペースで課題に

関するレポートを作成し、復

習すること。 



 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

表現活動特論 ２ ３０ 選択 
１年・

後期 
大迫知佳子 

ね
ら
い 

 音楽表現活動に関する文献の分析により、歴史的および今日的な事例・課題について考え、各主題に対する考察と研究

手法について修得する。授業では、調査した文献および事例についての所見を分析・発表・議論させ、最終的にレポートと

して提出させる。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 

オリエンテーション 表現活動に関する諸学術雑誌

の特徴、文献検索の仕方、先

行研究の分析方法等を確認す

る。 

適宜資料を配布する。 

 

 

 

2 
日本語文献における表現活動研究①旋律 

 

文献や事例を探索し、旋律、

和声、リズム等音楽理論と、声

楽、器楽等音楽実践の両方の

観点から、表現活動に関する

主題を扱う日本語文献を分析

し、それに基づくレビュー（発

表）ができる。 

3 
日本語文献における表現活動研究②和声 

4 

日本語文献における表現活動研究③リズム 

5 

日本語文献における表現活動研究④声楽 

6 
日本語文献における表現活動研究④器楽（鍵盤楽器） 

7 
日本語文献における表現活動研究⑤器楽（管弦楽器） 

8 

外国語文献の読み方 表現活動に関する英語圏の学

術雑誌の特徴、文献検索の仕

方、英語文献の読み方等を確

認する。 

9 

外国語文献における表現活動研究①旋律 文献や事例を探索し、旋律、

和声、リズム等音楽理論と、声

楽、器楽等音楽実践の両方の

観点から、表現活動に関する

主題を扱う英語文献を分析し、

その分析に基づくレビュー（発

表）ができる。 

10 

外国語文献における表現活動研究②和声 

11 
外国語文献における表現活動研究③リズム 

12 
外国語文献における表現活動研究④声楽 

13 
外国語文献における表現活動研究⑤器楽（鍵盤楽器） 

14 
外国語文献における表現活動研究⑥器楽（管弦楽器） 

15 

最終発表及びレポート 

 

表現活動について総合的な理

解ができる。 

 

16 
試験なし  

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
 表現活動に関する研究について、理論・

実践の両面に関する文献・事例の探索がで

き、その的確な分析に基づくレビューができ

る。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

発表：50％ 

レポート：50％ 

学内外の図書館および専門

的文献目録による文献探索。探

し当てた文献を入手し、ただちに

その文献の概要を把握する。 

なお、週１～２回のペースで 3

時間文献、論文の読解、考察を

通した予習を行い、同様のペー

スで課題に関するレポートを作

成し、復習すること。 



 

教科目名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担当教員名 

子どもと言葉演習 ２ ３０ 選択 
２年・

後期 
達川奎三・野々村憲・江端義夫 

ね

ら 

い 

人間の言葉の仕組みを、音韻、語彙、統語などの面から理論的に理解し、子どもが所属する特定の環境の基で、その能力

が形成されてゆく過程を検証することにより、子どもに対する言葉指導と教育の実践的知識を修得する。 

教    

育    

内    

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 
第二言語習得、コミュニケーション能力とは       

（達川奎三） 

言語学（とりわけ英語学）や意

思疎通の基礎について理解

し、子どもが第二言語を習得す

る際の特性について客観的に

論じることができるようになる。 

関連する図書・文献を

適宜紹介する。 

2 
曖昧性、結束性と一貫性（達川奎三） 

 

3 
発話行為、会話の公理、丁寧さ（達川奎三） 

4 
小学校英語教育の目的と目標、日英語の違い       

（達川奎三） 

5 
小学校英語教育演習 ― CLTを中心に（達川奎三） 

6 
子どもの言語能力の発達（野々村憲） 年齢別の言語能力の発達につ

いて子ども言葉の表現の実例

を入れて論じることができる。 

関連する図書・文献は

適宜紹介する。 

7 
子ども言葉の表現の実例（野々村憲） 

8 
子どもの言語能力の育成(野々村憲) 言語能力の発達に必要な環境

や条件について論じることがで

きる。 

関連する図書・文献は

適宜紹介する。 

9 
言語能力の発達と環境（野々村憲） 

10 

子どもの言語発達における課題（野々村憲） 子どもが言葉を学習していく上

での課題・問題について、最新

の研究成果に言及しながら論

じることができる。 

最新の研究論文等は

適宜紹介する。 

11 

子どもの言葉教育の理論（江端義夫） 言葉教育の理論と実践例との 

関係を客観的に説明できる。 

関連する図書・文献は

適宜紹介する。 

12 

子どもの言葉教育の実践（江端義夫） 

13 
子どもの言葉教育の実践演習（江端義夫） 理論に基づいた言葉の教育と

指導が実践できる。 

14 

子どもの言葉教育の指導の在り方（江端義夫） 

15 
まとめ（江端義夫） 学習したことから検討課題を明

確にできる。 

 

16 
試験なし   

教

育

評

価 

最終到達目標 評  価  法 学  修  法 
子どもに対する言葉の指導・教育について、

理論的に理解し、検討課題を明確に論ずる

ことができる。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

レポート：50％ 

討議内容：50％ 

 

言葉の成り立ちを理解するため

の言語学の基礎知識を確実に理

解し、その理論に裏付けられた

実践力を身に付けることが重要

である。追研究を積極的に体感

した上で、発達心理学研究や子

どもをとらえる視点について自ら

の意見を随時述べる形をとる。 

なお、週１～２回のペースで 3時

間文献、論文、データに関する

分析を予習とし、同様のペースで

授業に必要なデータ収集等の自

習に取り組むこと。 



 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子どもと社会生活演習 ２ ３０ 選択 
１年・

後期 
升尾好博・二階堂年惠 

ね
ら
い 

 本授業では、幼稚園教育・生活科・社会科における社会生活の学びの特徴と指導の在り方を発達段階を考慮し、実践事

例や演習を通して明らかにする。そして、幼稚園教育から生活科、社会科へと学びが接続・発展していく指導の構想と要点

をまとめる。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 
幼児の成長・発達と幼稚園教育について（升尾） 幼児の成長・発達を踏まえ、身

近な環境との関わりを通して学

ぶ社会生活について実践事例

等から具体的に理解する。 

「今日的学力をつくる

新しい生活科授業づく

り 」 田村学 , 明治図

書,2009 年 

適宜、必要な資料を配

布する。 

2 

身近な環境との関わりを通して学ぶ社会生活（升尾） 

3 
幼稚園教育との接続・発展を考慮した小学校における

生活科について（升尾） 

生活科の教科目標・学年目

標・内容等から知的な気付きを

質的に高める生活科における

学びの要点を把握する。 4 
知的な気付きを質的に高める生活科における学びの要

点（升尾） 

5 

指導計画作成演習①（升尾） 

具体的な活動や体験の充実と指導の要点の把握 

３・４時で把握した生活科にお

ける学びの要点を適用した指

導計画を作成し、指導の要点

を把握することができる。 

 6 

指導計画作成演習②（升尾） 

生活科における表現活動の意義と指導の要点の把握 

7 

指導計画作成演習③（升尾） 

自分自身について学ぶ意義と指導の要点の把握 

８ 

生活科における学びの特徴と指導の在り方（升尾） 

 小学校社会科への接続・発展と生活科の学びの特徴

と指導の在り方 

ここまでの授業をもとに生活科

における学びの特徴と指導の

在り方をまとめることができる。 

9 
社会科における学びの基本①目標設定について（二階

堂） 

社会科の教科目標・学年目

標・内容等から社会科におけ

る学びの基本的な在り方を把

握する。 
10 

社会科における学びの基本②教育内容について（二階

堂） 

11 
指導計画作成演習①子どもと地域社会（二階堂） 9・10時で把握した社会科にお

ける学びの基本を適用した指

導計画を作成することができ

る。 12 
指導計画作成演習②地理（二階堂） 

13 
指導計画作成演習③歴史（二階堂） 

14 
指導計画作成演習④公民（二階堂） 

15 

社会科における学びの特徴（二階堂） ここまでの授業をもとに社会科

における学びの特徴と指導の

在り方をまとめることができる。 

16 

試験 

 

幼稚園教育から生活科、社会

科へと学びが接続・発展してい

く指導の構想と要点をまとめる

ことができる。 

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 

幼稚園教育から生活科、社会科へと学びが

接続・発展していく指導の構想と要点をまと

めることができる。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

レポート：50％ 

試験：50％ 

 

文献研究、事例研究、指導計画

作成等の演習。追研究を積極的

に体感したうえで、発達心理学

研究や子どもをとらえる視点につ

いて自らの意見を随時述べる形

をとる。なお、週１～２回のペース

で３時間文献、論文、データに関

する分析を予習とし、同様の

ペースで授業に必要なデータ収

集等の自習に取り組むこと。 



 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名    

子どもと自然・数理演習 ２ ３０ 選択 
１年・

後期 
植田敦三・木下博義 

ね
ら
い 

子どもの数学・理科的な興味・関心を子どもから引き出すと共に、新しい創造力や応用力を育成するための指導力の基礎を

身につける。特に、数学・理科の理論を実際に感じ取ることができる演習、実験の組み立てを考え、子どもの成長と進度に合っ

た授業を探究する。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 
1 生活科と理科の違い，その接続について（木下） 生活科と理科の違い，その接続

について理解する。 

適宜資料を配布す

る。 

2 科学的背景に基づく実践①－観察・実験の指導について（木

下） 

科学的背景に基づく実践の在り

方を理解する。 

3 科学的背景に基づく実践②－ICTの活用について（木下） 

4 科学的な見方・考え方を育成するための問題解決型の学習

について（木下） 
科学的な見方・考え方を育成す

るための問題解決型学習につ

いて理論と実践を理解する。 
5 科学的な見方・考え方を育成するための問題解決型の学習

活動の実践研究①－第3学年（木下） 

6 科学的な見方・考え方を育成するための問題解決型の学習

活動の実践研究②－第4学年（木下） 

7 科学的な見方・考え方を育成するための問題解決型の学習

活動の実践研究③－第5学年（木下） 

8 科学的な見方・考え方を育成するための問題解決型の学習

活動の実践研究④－第6学年（木下） 

9 数学的背景に基づく実践①－一斉指導、TT について（植

田） 

数学的背景に基づく実践の在り

方を理解する。 

10 数学的背景に基づく実践②－習熟度別等について（植田） 

11 数学的な考え方を伸ばすための問題解決型の学習について

（植田） 

数学的な考え方を伸ばすため

の問題解決型学習について理

論と実践を理解する。 
12 数学的な考え方を伸ばすための問題解決型の学習活動の実

践研究①－低学年（植田） 

13 数学的な考え方を伸ばすための問題解決型の学習活動の実

践研究②－中学年（植田） 

14 数学的な考え方を伸ばすための問題解決型の学習活動の実

践研究③－高学年（植田） 

15 ９か年（小・中）の視点に立った算数指導のあり方につい

て（植田） 

小中連携の算数（数学）指導の

在り方について理解する。 

16 試験なし  

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
児童の数理認識を育てる上で必要な数学・理

科的背景、知識・技能、考え方についての理

論に基づく実践を行える教員を育成する。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。レポート：50％、模擬授業・

実験内容：50％ 

授業外においても、学んだ、理

論、技能、着眼点などを基本に

子どもたち進度に合った実践的

授業を創造し、検討する。子ども

の目線に立った授業の組み立て

を常に心がける。 

なお、週１～２回のペースで 2～

3 時間文献、論文、データに関

する分析を予習とし、同様の

ペースで授業に必要なデータ収

集等の自習に取り組むこと。 



 

 

 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子どもと衣食住演習 ２ ３０ 選択 
１年・

後期 
伊藤圭子 

ね
ら
い 

子どもと衣食住とのかかわりを、子どもの現状、発達、歴史、生活環境等から多面的にとらえ直すことを目的とする。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 
オリエンテーション 子どもの生活の現状を把握し、

それが子どもの心身の状況と

連動していることを理解する。 

適宜資料を配付する。 

2 
子どもたちの生活実態 

3 
子どもたちの身体からのＳＯＳ 

 

4 
子どもたちの心からのＳＯＳ 

5 
日常生活からみた子どもの衣食住(資料分析) 日常生活からみた子どもの衣

食住についての資料を分析

し、課題を提起する。 

6 
日常生活からみた子どもの衣食住（課題提起） 

7 
人間発達からみた子どもの衣食住(資料分析) 人間発達からみた子どもの衣

食住についての資料を分析

し、課題を提起する。 

8 
人間発達からみた子どもの衣食住（課題提起） 

9 
歴史的観点からみた子どもの衣食住(資料分析) 歴史的観点からみた子どもの

衣食住についての資料を分析

し、課題を提起する。 

10 

歴史的観点からみた子どもの衣食住（課題提起） 

11 

生活環境からみた子どもの衣食住(資料分析) 生活環境からみた子どもの衣

食住についての資料を分析

し、課題を提起する。 

12 

生活環境からみた子どもの衣食住（課題提起） 

13 

自立した生活者と衣食住 衣食住における自立の必要

性、および衣食住を通して学

びが拡がることを理解する。 

14 

衣食住から拡がる学び 

15 
まとめ 子どもと衣食住の関わりについ

て総合的に理解する。 

16 
試験なし  

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
子どもと衣食住とのかかわりを、子どもの現

状、発達、歴史、生活環境等から多面的に

理解している。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

レポート：50％ 

課題発表：50％ 

 

授業後は，授業内容を確認し，

更に必要な資料を収集したり，

再度参考文献等を読み直したり

する。疑問点は質問できるように

まとめておく。 

なお、週１～２回のペースで 2～3

時間文献、論文、データに関す

る分析を予習とし、同様のペース

で授業に必要なデータ収集等の

自習に取り組むこと。 



 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子どもと音楽活動演習 ２ ３０ 選択 
２年・

前期 

藤井雄介・上田啓二・末永雅子・ 

山澤洋之 

ね
ら
い 

子どもと音楽に関する内外の知見を総合的に考察しながら、音を通してコミュニケーション能力を高める方法論を学ぶ。 

 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 
子どもの音楽能力の発達と音楽行動（藤井） 音楽能力と音楽活動の関係に

ついて理解する。 

適宜必要な資料は配

布する。 

 

 2 
子どもの音楽活動における「伝承わらべ歌」の重要性

（藤井） 

わらべ歌の特徴と意義につい

て理解を深める。 

3 
幼児期の音楽能力と音楽活動（藤井） 幼児期の音楽活動が理解でき

る。 

4 
児童期の音楽能力と音楽活動（藤井） 児童期の音楽活動が理解でき

る。 

5 
童謡・唱歌の研究（藤井） 我が国の童謡・唱歌について

代表的な作品を知る。 

6 

ポピュラーミュージックの研究（藤井） 子どもの音楽活動におけるポ

ピュラーミュージックの役割を

知る。 

7 
領域、年齢を考慮した音楽教材の開発（藤井） 発達過程を念頭においた教

材作成を試みる。 

8 

子どもに対する演奏活動の意義（上田） 

 

子どもの音楽による自己表現

の難しさや最終的なアンサン

ブル発表への課程を認識でき

る。 

9 

ハーモニー・リズム・メロディーの役割について 

（上田） 

ハーモニーの移行によってお

こる感覚の変化を感じることが

できる。リズムアンサンブルに

加わることができる。独自のメ

ロディーフレーズを作ることが

できる。 

10 

鍵盤楽器・リコーダー・打楽器の奏法とその活用につ

いて（上田） 

 

オクターブの上下行半音階が

演奏できる。簡単な移調楽器

用の楽譜が作成できる。 

11 
合奏のための基本アレンジ法について（上田） 発表曲のアレンジデッサンが

できる。 

12 

合奏指揮とリーダーシップについて（上田） 予備運動と基本的な叩き、

しゃくい、先入など各拍子で振

ることができる。 

13 

合奏のまとめ方①パート練習（上田） 発表曲のアレンジにパートの

技量に合わせた修正を加える

ことができる。 

14 

合奏のまとめ方Ｉ②発表曲の演奏（上田） 

 

合奏後から発生する問題を独

自の発想で克服できる。 

15 

合奏発表（上田） 

 

演奏者と聴衆とのコミュニケー

ションの度合いを体感すること

と録音による客観的な反省が

できる。 

16 

試験なし  

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
子どもと音楽に関する知見を身に着け、教

材開発に応用することができる。 

子どもの音楽表現を個々にあった技量で可

能にし、音によるコミュニケーションのとれた

小アンサンブルの指導をこなすことができ

る。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

レポート：50％ 

合奏発表：50％ 

 

適宜提示される資料を読むこと

および課題を通して繰り返し行

われる演習をこなす。 

なお、これらの作業は週１～２回

のペースで 2～3 時間で行う。な

お、演奏活動に関しては週 3～4

時間のペースで課題に取り組む

こと。 



 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子どもと造形活動演習 ２ ３０ 選択 ２年・前期 清見嘉文・丸山松彦 

ね
ら
い 

「造形活動」は、本来子どもが好む楽しい活動であるが、正解が無く、感覚的であるため、その指導は難しさを伴う。本授

業では、造形活動についての多様な理論を理解した上で、現場での実践例を検証する。子ども理解を基軸に演習を通

して体験的に学ぶことによって、子どもの造形活動における課題や特性を明らかにすることを目的とする。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授業到達目標 使用図書等 

1 

オリエンテーション（授業の進め方・評価・準備など） 

本演習の概要の理解 

子どもにとっての「造形活動」の意

義を理解し、その授業作りや指導

に意欲を持つことができる。 

使用図書・文献など

は都度提示する。 

 

鈴木幹雄編『子ども

の心にかたりかける

表現教育〜多様な

アプローチと発想を

探る』あいり出版、

2012年 

 

Celestin Freinet 

『L'Éducation du 

Travail 』

Delachaux Et 

Neistle,1978 

 

ルドルフ・シュタ

イナー・西川隆範

（訳）『人間理解か

らの教育』ちくま

学芸文庫、2013年 

 

マリア・モンテッ

ソーリ・武田正実

（訳）『創造する子

供』エンデルレ書

店、2000年 

 

奥村高明『子どもの

絵の見方：子どもの

世界を鑑賞するまな

ざし』東洋館出版

社、2010年 

 

 

 

 

2 
フレネ教育に見る造形活動 

 

C・フレネ、M・モンテッソリー、W・

シュタイナーを知り、その思想や

方法の中で特に造形活動につい

て理解し、それらを授業作りに活

かすことができる。我が国以外の

教育機関で、子どもたちがどのよ

うな造形活動をしているのかを知

り、それらを参考にしたり、応用し

たりすることができる。 

3 モンテッソリー教育に見る造形活動 

4 
シュタイナー教育に見る造形活動 

 

5 
造形活動・造形教育の国際比較 

6 

造形のもつ力 

 

小学校教育において、造形活動

のもつ意味を知り、実践力を高め

るための意欲をもつ。 

子どもの表現の思いを読み取るこ

との意味を理解する。 

用具を扱う際の心構えをもつとと

もに、自らが多様な個性をもつ一

人であることを理解する。 

工作による試行錯誤を通して、目

的適応表現の意味を理解する。 

心象を表現する活動の意味を知

り、個を尊重することの基本的姿

勢を理解する。 

目的に向かう収束的活動とは異

なる、各々の児童の思いから生ま

れる拡散的な表現活動の意味を

理解する。 

7 

子どもの思いや願いを感じ取ろう 

 

8 

紙から生まれる形 

 

9 

思い描く形の実現（目的適応表現） 

 

10 
思い描く形の実現（心象表現） 

 

11 
造形遊びをしてみよう 

12 
幼児教育の現場から① 実践（０・１・２歳児） 保育園・幼稚園における造形活

動についてその意義を理解する

ことができる。子どもの年齢や発

達に合った、子どもが十分に楽し

めるプログラムを構成することがで

きる。 

13 
幼児教育の現場から② 実践（３・４・５歳児） 

14 
幼児教育における造形活動の検証と開発 

15 

まとめ・発表 

 

目的の明確な造形活動プログラ

ムを考案し、その指導を行うことが

できる実践力を養う。 

16 
試験なし  

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
造形活動の多様性を理解し、その魅力を

実感することができる。その上で、造形活

動を通して育む子どもの姿を描き、幼児・

児童の発達に応じた授業の形を構想する

ことができる。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

レポート：50％ 

プレゼンテーション：50％ 

代表的な教育者の造形教育観

を理解するため、多くの文献を

読むこと、さらには研究授業や

学習会などに積極的に参加し、

現場理解に努めることを期待す

る。また、造形美術そのものに

親しみ、それらを愛する心を

持って欲しい。なお、これらの作

業は週１～２回のペースで 2～3

時間で行う。なお、造形諸活動

に関しては週 3～4 時間のペー

スで課題に取り組むこと。 



 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子どもと身体活動演習 ２ ３０ 選択 ２年・後期  湯浅理枝 

ね
ら
い 

身体活動を通して動くことの楽しさ、表現することの素晴らしさを実感し、幼児の身体活動表現の指導方法を学び、

理解を深める。発育発達段階の視点から、体力および体づくりに関する課題を検討し、具体的な方法や教育連携の

在り方に関しても理解を深める。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 

オリエンテーション 子どもの身体活動における今

日的課題を論じることができ

る。 

使用図書・文献など

は都度提示する。 

 

倉持清美/河邉貴子/ 

田代幸代編『事例で

学ぶ 保育内容 領

域  健康 』萌文書

林、2007年 

 

細江文利監『新学習

指導要領対応 すぐ

使える体つくり運動

の指導 』小学館、

2010年 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2 
子どもの体力低下問題における現状の分析 

-中心となる先行研究の探求と検討- 

子どもの体力問題について理

論的考察ができ、子どもの発

育発達段階の視点から論じる

ことができる。 

 
3 

教材研究① 

-運動意識と体力低下問題- 

4 
教材研究② 

-発育発達段階の身体運動と体力低下問題- 

5 
子どもの体力低下問題への方策 

-体力低下問題のまとめ- 

6 
子どもの発育発達段階からみた身体活動の分析 

-中心となる先行研究の詳細な検討- 

子どもの発育発達段階に応じ

た身体活動における課題につ

いて論じることができ、また安

全面への配慮や留意点にお

いて理解することができる。 
7 

教材研究③ 

-子どもの発育発達段階に応じた運動処方- 

8 
教材研究④ 

-運動処方からみた子どもの身体活動指導- 

9 
子どもの身体活動における安全面への配慮 

-柔軟性や応急処置の観点から- 

10 
子どもの身体活動指導における留意点 

-ボールゲームを事例として- 

動くことの楽しさ、表現すること

の素晴らしさを実感できる身

体活動の指導計画の作成と

実践ができる。 

 
11 

子どもの身体活動における指導計画の作成と実践① 

-ゴール型（ゲーム）を事例として- 

12 
子どもの身体活動における指導計画の作成と実践② 

-ネット型（ゲーム）を事例として- 

13 

子どもの身体活動における指導計画の作成と実践③ 

-体つくり運動を事例として- 

14 

小学校教育と領域「健康」の関連性 

-幼小連携の観点から- 

講義概要の全体像から領域

における関連性の検討課題を

明確にできる。 

15 

まとめ 

子どもの身体活動に関わる諸要因・課題の検討 

子どもの身体活動に関わる諸

要因・課題の要点が理解でき

る。 

16 
試験なし  

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
子どもの身体活動における検討課題を明

確にすることができる。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

レポート：50％ 

プレゼンテーション：50％ 

 

先行文献をおよび，内外の

学術雑誌を読むこと，および

平素から，子どもの身体活動

について問題意識を持って

社会を観察することを期待す

る。 

なお、これらの作業は週１～

２回のペースで 2～3 時間で

行う。なお、実技の準備に関

しては週 3～4 時間のペース

で課題に取り組むこと。 



 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

教職実践学特論 ２ ３０ 選択 １年・前期 二階堂年惠 

ね
ら
い 

幼稚園教諭・保育士、小学校教諭として必要な知識・技術をより高度かつ専門的なものへと高め、子ども

の発達と成長へ寄与する専門的職業人しての専門性を学修する。とりわけ、学習権や教育権の知識・意識に

優れ、子どもの成長へ結びつけることができるようにする。また、現代社会で生きる子どもたちの成長、発

達に不可欠な知識や技術を学び、子どもの育児環境を創造したり、高度な専門的知識に基づく教育活動を行

うことができるようにする。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 

本講義の概要説明 

教師の専門性 

教師の専門性の必要性を理

解する。さらに、人権や道徳

性の発達、育児環境の重要性

を理解する。（時津） 

堀尾輝久『現代教育

の思想と構造』岩波

書店、1971. 

 

兼子仁・堀尾輝久

『教育と人権』岩波書

店、1977. 

 

 

 

2 
人権と小学校の教育活動① 

学習権と教育権 

学習権について理解し、『幼

稚園教育要領』『学習指導要

領』に示される発達と成長の

特徴との関係を理解できる。

そして、小学校教育と幼稚園

教育の社会的側面を考察し、

教育、子育て支援の重要性を

把握する。 

3 
人権と小学校の教育活動② 

学習権と特別活動 

4 

人権と小学校の教育活動③（時津） 

学習権と道徳教育 

5 
育児環境をめぐる事例研究① 

子ども理解と環境 

環境の観点に注目して具体

的事例を分析し、教育計画、

保育計画を策定することがで

きるようになる。 

適宜、教材を配布す

る。 

 

6 
育児環境をめぐる事例研究② 

幼稚園の教育計画と環境 

7 
育児環境をめぐる事例研究③ 

保育計画と環境 

8 
育児環境をめぐる事例研究④ 

幼児教育と環境の関係 

9 
育児環境をめぐる事例研究⑤ 

保育実践と環境の関係 

10 
子どもを取り巻く環境と教育実践① 

メディアの浸透と子どもの発達 

子どもを取り巻く環境を理解

し、さらにその創造を構想す

る。具体的な小学校の授業実

践や問題解決を目指す。さら

に、具体的事例としてメディア

問題、いじめ自殺問題を取り

上げ、考察する。 

 

Buckingham,D., 

After the Death  

of Childhood 

:Growing up in the 

Age of Electronic 

Media, Polity,2000. 

 

Buckingham,D., 

The Material Child: 

Growing up in 

Consumer Culture, 

2011. 

11 
子どもを取り巻く環境と教育実践② 

イギリスのメディア教育における教材開発 

12 
子どもを取り巻く環境と教育実践③ 

小学校のいじめ自殺問題と人権問題 

13 

子どもを取り巻く環境と教育実践④ 

教育活動とメディア 

14 

幼稚園、保育園の現代的課題① 

家庭、地域との連携 

家庭と地域との連携を模索す

る具体的方法を考察すること

ができる。 

適宜、教材を配布す

る。 

 

15 

幼稚園教諭、保育士の現代的課題② 

専門性とは 

幼稚園教諭、保育士の現代

的課題を専門性の観点から考

察する。 

16 試験なし   

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
子どもの発達を人権、環境の観点から理

解し、よりよい環境へとコントロール、創造

することができる。さらに、小学校教諭とし

て必要な教材開発に関する知識やスキル

を身につけて、それを生かした授業実践

を展開することができる。 

 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

文献読解のレポート：50％ 

事例研究レポート：30％ 

課題解決レポート：20％ 

先行文献をおよび，内外の学術

雑誌を読むこと。 

さらに、自らレポートを作成し能

動的に授業へ参加すること。 

なお、週１～２回のペースで 2～

3 時間文献、論文の読解、考察

を通した予習を行い、同様の

ペースで課題に関するレポート

を作成し、復習すること。 



 

 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子ども道徳教育特論 2 ３０ 選択 
１年・

前期 
山中翔 

ね
ら
い 

 道徳教育の理論、歴史、指導法について様々なテキストをもとに学んでいく。本授業の目的は、以下の 2 つである。①道

徳教育の意義を自分なりに説明することができるようになる。②道徳授業を批判的に検討し、また自分で構想できるようにな

る。 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 
イントロダクション 授業の進め方、使用テキストに

ついて説明する。 

必要な資料は適宜配

布する。 

2 
道徳教育の目的 ・多文化共生時代における道

徳教育の目的について説明す

ることができる。 

・道徳性発達理論および現在

の道徳教育理論の意義や限

界について説明することができ

る。 

・道徳教育における善意の押

し付けについて理解し、それを

回避する方策について説明す

ることができる。 

・西野真由美編『新訂 

道徳教育の理念と実

践』放送大学教育振興

会、2020。 

・丸山恭司編『道徳教

育指導論』協同出版、

2014。 

・髙宮正貴『価値観を

広げる道徳授業づくり』

北大路書房、2020。 

・貝塚茂樹『戦後日本

と道徳教育』ミネルヴァ

書房、2020。 

・渡邉満、山口圭介、

山口意友編『新教科

『道徳』の理論と実践』

玉川大学出版部 、

2017。 

 

その他、政治哲学の文

献も用いる。 

3 
子どもの道徳性の発達 

4 

現在の道徳教育理論 

5 

道徳教育の暴力性 

6 

西洋における道徳教育の歴史 ・道徳教育の歴史について理

解し、現在と関連付けて説明

することができる。 

7 

日本における道徳教育の歴史①：戦後教育改革と道徳

教育 

8 

日本における道徳教育の歴史②：「特別の教科 道徳」

の設置 

9 
道徳教育の内容項目①：自然や生命 ・道徳の内容項目について理

解し、その観点から道徳授業

を吟味することができる。 

10 
道徳教育の内容項目②：集団や社会 

11 
道徳授業の方法：心情主義と問題解決型 

 

・心情主義、問題解決型、話し

合い道徳、それぞれの特徴を

理解し、道徳授業の方法を構

想することができる。 

 
12 

市民育成と道徳教育①：話し合いにもとづいた道徳授業 

 

13 
市民育成と道徳教育②：話し合いの罠 

14 
道徳授業の検討 ・教材の価値を見出し、道徳授

業を構想することができる。 

15 

道徳授業の構想 

16 

レポート ・道徳教育に関して課題を設

定し、自分の考えを論述するこ

とができる。 

 

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
・道徳教育をめぐる議論の諸論点について

理解し、また自分なりの見解をもち、道徳授

業を構想することができる。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

レポート：50％ 

プレゼンテーション：25％ 

ディスカッション：25％ 

 

週１～２回のペースで 2～3 時間

文献、論文の読解、考察を通し

た予習を行い、同様のペースで

課題に関するレポートを作成し、

復習すること。 



 

 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

教育制度特論 ２ ３０ 選択 
１年・

後期 
松元健治 

ね
ら
い 

最新の研究成果に基づきながら理論的・実証的分析を行い、我が国の初等教育を中心にした学校教育制度及び幼児

教育制度の特質と現代的課題を理解する。 

 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 
オリエンテーション、授業計画について 授業の目的・内容を理解し、授

業参画の意欲を高める。 

テキスト 

授業計画資料 

2 
教育法制の体系について 

 

教育法制の体系を理解する。 テキスト 

教育法規資料 

3 
学校教育関係の教育法規 学校教育関係の教育法規の

規定内容を理解する。 

テキスト 

教育法規資料 

4 
学校教育関係の教育法規 学校教育関係の教育法規の

規定内容を理解する。 

テキスト 

教育法規資料 

5 
学校教育関係の課題と改革動向について 学校教育関係の課題と改革

動向を理解する。 

テキスト 

教育法規資料 

6 
学校教育法制に関する研究動向について 学校教育法制に関する研究

動向を理解する。 

学校教育法制研究資

料 

7 
教育行政関係の教育法規とその規定内容について 教育行政関係の教育法規の

規定内容を理解する。 

テキスト 

教育法規資料 

8 
教育行政に関する課題と改革動向について 教育行政に関する課題と改革

動向を理解する。 

テキスト 

教育行政関連資料 

9 
教育行政に関する研究動向について 教育行政に関する研究動向

を理解する。 

教育行政研究資料 

10 
学校経営に関する概要と改革動向について 学校経営の概要と改革動向を

理解する。 

テキスト 

学校経営関連資料 

11 
学校経営に関する研究動向について 学校経営に関する研究動向

を理解する。 

学校経営研究資料 

12 

幼児教育・保育制度の概要 幼児教育・保育制度の概要を

理解する。 

テキスト 

幼児教育・保育制度関

連資料 

13 

幼児教育制度・保育制度の歴史的展開 幼児教育・保育制度の概要を

理解する。 

テキスト 

幼児教育・保育制度関

連資料 

14 
幼保一体化改革の動向について 幼保一体化の改革の動向を理

解する。 

テキスト 

幼保一体化関連資料 

15 
授業内容のまとめ 授業内容全体を総括的に捉え

る。 

テキスト 

まとめ資料 

16 

試験 教育制度について総合的に述

べることができる。 

 

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 

我が国の教育制度の特質と学校教育制度・

幼児教育制度等における現代的課題及び

研究動向に関する理解を深める。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

期末試験：60％ 

レポート：40％ 

 

テキストを使用し、教育制度の特

質と課題を体系的に理解する。

教育制度関連の研究資料を検

索する。教育関係新聞記事を幅

広く調査し、現代的動向を把握

する。なお、週１～２回のペース

で 2～3時間文献、論文の読解、

考察を通した予習を行い、同様

のペースで課題に関するレポー

トを作成し、復習すること。 



 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子ども学特別研究Ⅰ ２ ３０ 必修 1年・前期 

山崎晃・坂越正樹・升尾好

博・植田敦三・二階堂年惠・

八島美菜子・和田玲子・大

迫知佳子・伊藤駿・達川奎

三 

ね
ら
い 

修士論文作成のためのテーマ設定を中心に行い、次年度の「子ども学特別研究Ⅲ」「子ども学特別研究Ⅳ」の準

備を行う。テーマの内容を演習形式で発表・討論しながら、担当教員の指導を受ける。文部科学省通知「研究機

関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）』等を活用し、研究にあたっての倫理的

配慮・課題について認識を深める。 

 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 

子ども学特別研究の趣旨の説明及び、人を対象とする

場合の研究倫理について理解を深める。 

『子ども学研究法』を学ぶこと

の意味について理解し、研究

における倫理の重要性を知

る。 

 

使用図書・文献など

は都度提示する。 

 

適宜、教材を配布す

る。 

＜指定テキスト＞ 

教育学： 

小笠原道雄編『進化

する子ども学』福

村出版、2009年。 

和田修二『子どもの

人間学』第一法

規、1982年。 

M. J. ランゲフェル

ト, H. ダンナー 

（山崎高哉監訳）

『意味への教育 : 

学的方法論と人

間学的基礎』1989

年、玉川大学出版

部 

特別支援教育：藤井

聰尚『「特殊学校

就学義務」政策の

研究─ドイツ連

邦共和国におけ

る問題構造とそ

の性格』多賀出

版、1993年。 

造形活動：マリア・

モンテッソーリ・

武田正実（訳）『創

造する子供』エン

デルレ書店、2000

年。 

音楽活動：梅本堯夫

『子どもと音楽』

東京大学出版会、

1999年。 

2 
研究の取り組み：学際的研究の意味 研究の取り組み方やテーマの

方向性を決定する。 

3 
基礎文献の輪読、調査（１）：国内の文献（指定テキスト

の輪読） 

国内外の基礎文献を輪読し、

関連分野の理解を深める。 

 

4 
基礎文献の輪読、調査（２）：国外の文献（指定テキスト

の輪読） 

5 
基礎文献の輪読、調査（３）：国外の文献（指定テキスト

の輪読） 

6 
研究テーマの設定（１）：現代・地域における子どもの

問題 

研究テーマの設定に向けて絞

り込むことができる。 

7 

研究テーマの設定（２）：臨床の知について 絞り込んだテーマについて指

導教員等と討論することがで

きる。 

8 

研究課題の設定（１）：子ども学における位置づけ 自らの関心や学問的動向を

踏まえて、解明する具体的な

課題を決定する。 

9 
研究課題の設定（２）：研究課題の意味 研究課題にいかなる意味があ

るのかを検討する。 

10 
研究課題の設定（３）：理論面からの意義づけ 研究課題の論理構成につい

て把握する。 

11 
研究課題の設定（４）：実践面からの意義づけ 解明する具体的な課題を決定

する。 

12 
研究計画書の作成（１）：枠組み、目的 指導担当教員のもとで研究計

画の枠組みを作成する。 

13 
研究計画書の作成（２）：方法 指導担当教員指導のもとで研

究計画の枠組みを作成する。 

14 
研究計画書の作成（３）：内容 指導担当教員指導のもとで研

究方法の検討を行う。 

15 

研究計画書の作成（４）：実践知・臨床知との関連 指導担当教員指導のもとで研

究計画のスケジュールを検討

する。 

16 試験なし   

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
基礎文献の理解、先行研究の検討を通し

て、研究テーマを決定し、研究計画書を

作成できるようにする。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

研究計画書：50％ 

授業態度：50％ 

 

先行文献をおよび，内外の学術

雑誌を読むこと。 

さらに、自らレポートを作成し能

動的に授業へ参加すること。 

なお、これらの作業は週４～５回

のペースで４～５時間行い、自ら

の課題に応じて、適切に授業に

備えること。 



 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子ども学特別研究Ⅱ ２ ３０ 必修 1年・後期 

山崎晃・坂越正樹・升尾好

博・植田敦三・二階堂年惠・

八島美菜子・和田玲子・大

迫知佳子・伊藤駿・達川奎

三 

ね
ら
い 

修士論文作成のためのテーマ設定を中心に行い、次年度の「子ども学特別研究Ⅲ」「子ども学特別研究Ⅳ」の準備

を行う。テーマの内容を演習形式で発表・討論しながら、担当教員の指導を受ける。文部科学省通知「研究機関にお

ける公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）』等を活用し、研究にあたっての倫理的配慮・課題について

認識を深める。 

 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 

子ども学特別研究Ⅱの趣旨の説明及び、人を対象と

する場合の研究倫理について理解を深める。 

 

『子ども学研究法』を学ぶこと

の意味について理解し、研究

における倫理の重要性を知

る。 

 

使用図書・文献など

は都度提示する。 

 

適宜、教材を配布す

る。 

＜指定テキスト＞ 

教育学： 

小笠原道雄編『進化

する子ども学』福

村出版、2009年。 

和田修二『子どもの

人間学』第一法

規、1982年。 

M. J. ランゲフェル

ト, H. ダンナー 

（山崎高哉監訳）

『意味への教育 : 

学的方法論と人

間学的基礎』1989

年、玉川大学出版

部 

特別支援教育：藤井

聰尚『「特殊学校

就学義務」政策の

研究─ドイツ連

邦共和国におけ

る問題構造とそ

の性格』多賀出

版、1993年。 

造形活動：マリア・

モンテッソーリ・

武田正実（訳）『創

造する子供』エン

デルレ書店、2000

年。 

音楽活動：梅本堯夫

『子どもと音楽』

東京大学出版会、

1999年。 

2 
基礎文献の輪読、調査（１）：国内の文献：指定テキスト

の輪読 

国内外の基礎文献を輪読し、

関連分野の理解を深める。 

  

3 
基礎文献の輪読、調査（２）：国内の文献：指定テキスト

の輪読 

4 
基礎文献の輪読、調査（３）：国外の文献：指定テキスト

の輪読 

5 
基礎文献の輪読、調査（4）：国外の文献：指定テキスト

の輪読 

6 
先行研究の分析（１）：子どもへの視座からの考察 研究テーマと関係する先行研

究を調査する。 

7 
先行研究の分析（２）：資料調査と分析 先研究テーマと関係する先行

研究を調査する。 

8 
先行研究の分析（３）：資料収集と分析 先行研究を収集し、まとめる。 

9 
先行研究の分析（４）：分析結果のまとめ 先行研究を分析し理解する。 

10 
先行研究の分析（５）：研究動向の整理 先行研究の動向や傾向を理

解する。 

11 
中間報告（１）：研究枠組み（臨床知における位置づ

け） 

指導担当教員のもとで研究の

枠組みを作成する。 

12 
中間報告（２）：研究目的（子ども学研究における意義） 指導担当教員のもとで研究目

的を作成する。 

13 
中間報告（３）：研究計画 指導担当教員指導のもとで研

究計画を作成する。 

14 
中間報告（４）：研究方法 指導担当教員指導のもとで研

究方法の検討を行う。 

15 

中間報告（５）：資料の検討 指導担当教員指導のもとで使

用資料を検討する。 

16 試験なし   

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 

先行研究の検討を通して、項目別に中間

報告を実施、研究の課題と方法の妥当性

を検討できるようにする。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

中間報告：50％ 

授業態度：50％ 

 

先行文献をおよび，内外の

学術雑誌を読むこと。 

さらに、自らレポートを作成し

能動的に授業へ参加するこ

と。 

なお、これらの作業は週４～

５回のペースで４～５時間行

い、自らの課題に応じて、適

切に授業に備えること。 



 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子ども学特別研究Ⅲ ２ ３０ 必修 2年・前期 

山崎晃・坂越正樹・升尾好

博・植田敦三・二階堂年惠・

八島美菜子・和田玲子・大

迫知佳子・伊藤駿・達川奎

三 

ね
ら
い 

前年度の「子ども学特別研究Ⅰ」「子ども学特別研究Ⅱ」で行ったテーマ設定を受けて、担当指導教員の指導の

下で論文作成の材料をそろえ、吟味・配列していく。具体的には文献調査、実地調査を行い、修士論文作成に取

り掛かる。文部科学省通知「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）』等を

活用し、研究にあたっての倫理的配慮・課題について認識を深める。 

 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 

子ども学特別研究Ⅲの趣旨の説明及び、人を対象と

する場合の研究倫理について理解を深める。 

 

『子ども学研究法』を学ぶこと

の意味について理解し、研究

における倫理の重要性を知

る。 

 

使用図書・文献など

は都度提示する。 

 

適宜、教材を配布す

る。 

 

 

 

 

 

  

 

 

2 
研究計画の確認と論文題目の検討 研究計画を確認し、論文題目

を担当指導教員と検討する。 

3 
文献調査、実地調査（１）：全体的／個別的な子ども理

解に向けて 

指導担当教員のもとで文献調

査、実地調査 

4 
文献調査、実地調査（２）：子ども支援と子ども理解 

5 
文献調査、実地調査（３）：臨床知／実践知の獲得に

向けて 

6 
文献調査、実地調査（4）：地域の子どもと臨床知／実

践知 

7 
文献調査、実地調査（5）：まとめ 

8 
研究計画の確認と論文題目の決定 研究計画を再度確認し、論文

題目を最終決定する。 

9 
研究データの分析（１）：データ収集・分析 収集したデータの整理、研究

データとして系統化する。 

10 
研究データの分析（２）：データ整理 

11 
研究データの分析（３）：データの系統化 

12 
研究データの考察（1）：現代的な子ども問題（子育て

支援、コミュニティーの役割等）の解決に向けて 

系統化して発見したことと仮説

を比較検証する。導き出され

た結論を整理する。 

13 
研究データの考察（2）：子ども学研究としての意義に

ついて 

14 
文献調査、実地調査報告書の作成（1）：理論面からの

意義づけ 

文献調査、実地調査の分析

結果を報告書として提出す

る。 

15 
文献調査、実地調査報告書の作成（2）：実践面からの

意義づけ 

16 
試験なし   

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 
実際に文献調査、実地調査したデータを

整理、系統化することができる。さらに、こ

れらと仮説を比較検証し、導き出した結論

を整理することができるようにする。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

文献調査、実地調査報告書：50％ 

授業態度：50％ 

 

先行文献をおよび，内外の学術

雑誌を読むこと。 

さらに、自らレポートを作成し能

動的に授業へ参加すること。 

なお、これらの作業は週４～５回

のペースで４～５時間行い、自ら

の課題に応じて、適切に授業に

備えること。 



 

教 科 目 名 単位数 時間数 
必修・ 

選択別 

開講 

年次 
担 当 教 員 名 

子ども学特別研究Ⅳ ２ ３０ 必修 2年・後期 

山崎晃・坂越正樹・升尾好

博・植田敦三・二階堂年惠・

八島美菜子・和田玲子・大

迫知佳子・伊藤駿・達川奎

三 

ね
ら
い 

前年度の「子ども学特別研究Ⅰ」「子ども学特別研究Ⅱ」で行ったテーマ設定、今年度前期の「子ども学特別研究

Ⅳ」で行ったデータ収集、分析を踏まえて、担当指導教員の指導の下で論文を作成する。さらに、研究成果を公

表、発表することで、修士論文を完成させる。文部科学省通知「研究機関における公的研究費の管理・監査の

ガイドライン（実施基準）』等を活用し、研究にあたっての倫理的配慮・課題について認識を深める。 

 

教 

育 

内 

容 

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標 使 用 図 書 等 

1 

子ども学特別研究Ⅳの趣旨の説明及び、人を対象と

する場合の研究倫理について理解を深める。 

 

『子ども学研究法』を学ぶこと

の意味について理解し、研究

における倫理の重要性を知

る。 

 

使用図書・文献など

は都度提示する。 

 

適宜、教材を配布す

る。 

 

  

 

 

 

 

 

 

2 
研究論文の作成（１）：子ども学研究における位置づけ 指導担当教員のもとで研究論

文の作成を作成する。 

3 
研究論文の作成（2）：理論面からの意義づけ 

4 
研究論文の作成（3）：実践面からの意義づけ 

5 

論文構成の確認と研究内容の吟味（１） 指導担当教員のもとで論文の

進捗具合と研究内容を確認し

修正する。 

6 
研究論文の作成（4）：専門領域における位置づけ 指導担当教員のもとで研究論

文の作成を作成する。 

7 
研究論文の作成（5）：具体的・全体的な子ども理解に

向けて 

8 
研究論文の作成（6）：子ども学研究における意味 

9 

論文構成の確認と研究内容の吟味（2） 指導会担当教員のもとで論文

の進捗具合と研究内容を最終

確認する。 

10 
修士論文研究報告の準備（１）：子ども学研究における

位置づけ 

修士論文研究報告会の資料

を作成する。 

 

 

 

 

11 
修士論文研究報告の準備（2）：理論面からの意義づけ 

12 
修士論文研究報告の準備（3）：実践面からの意義づけ 

  

13 
修士論文研究報告の準備（4） 質疑応答への準備、運営や

パフォーマンの準備を行う。 

14 
修士論文研究報告の準備（5）  

15 
修士論文研究の発表：子ども学研究における意味 修士論文研究報告会で研究

成果を発表する。 

16 
試験なし   

教 

育 

評 

価 

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法 

これまでの学修成果、すなわちデータの

収集、分析、考察を踏まえ、修士論文を

完成させることができる。 

本講義のねらいにしたがい、次のように

評価する。 

研究論文：50％ 

授業態度：50％ 

 

先行文献をおよび，内外の学術

雑誌を読むこと。 

さらに、自らレポートを作成し能

動的に授業へ参加すること。 

なお、これらの作業は週４～５回

のペースで４～５時間行い、自ら

の課題に応じて、適切に授業に

備えること。 



必修・ 開講
選択別 年次

2 30 選択 1年・前期

ね
ら
い

使用図書等

1
小笠原道雄編『教
育の哲学』,2003.

2
小 笠 原 道 雄 ( 編 )
『 教 育 学 概
論』,2008.

3 同上

4 同上

5
小 笠 原 道 雄 ( 編 )
『 教 育 の 哲
学』,2003.

6
小笠原道雄著『フ
レーベルとその時
代』,1994.

7 同上

8
市丸・松本(編)『モ
ンテッソーリ教育の
理論と実践』,1978.

9
和田修二著『子ど
もの人間学』,1982.

10 同上

11
坂越著『教育的関
係 の 解 釈
学』,2020.

12 同上

13
小林・小嶋・原・宮沢
（編）『新しい子ども
学』1.2.3.巻1985-6.

14 同上

15
保坂編『日本の子
ども虐待』,2007.

16 試験なし

教
育
評
価

最終到達目標 評  価  法 学  修  法

自己の子ども理解の理論
を確実にし、その問題解
決方法を臨床の知として
習得する。

次のように評価する。
討議・講義での発言内容：５０％
課題レポート：５０％

大学院生研究室に「子ども
学」関係の書籍、資料を完
備しているのでそれを院生
は自由に使用し，討論、レ
ポートに備える。自学自習
に徹する。
なお、週１～２回のペースで
2～3時間文献、論文の読
解、考察を通した予習を行
い、同様のペースで課題に
関するレポートを作成し、復
習すること。

わが国に於ける子ども学研究と諸課題（渡
邉）

子ども学研究の動向と諸問題について理解し、
討論する

わが国に於ける子ども学についての討論（渡
邉）

研究の特徴を全体で討議し理解を深める

わが国に於ける子どもの諸問題（渡邉） 子ども問題の諸相について理解する

ランゲフェルドの子どもの人間学（坂越）
ランゲフェルドの子どもの人間学の特徴を理解
する

大人と子どもの教育的関係（坂越）
大人と子どもの関係性の歴史、現代的様相に
ついて理解する

近代教育学批判（坂越） ポストモダンの教育学の構築について理解する

フレーベルと幼稚園（渡邉） フレーベル幼稚園の特徴を理解する

新教育運動における子ども
（坂越）

モンテッソーリ等の新教育運動の子ども観の特
徴を理解する

児童学研究から子ども学の研究へ（坂越）
子どもの人間学研究の必要性について理解す
る

子ども学理論領域：教育学の科目として「教育学」の原義をギリシャ語の「子どもを導く＜術＞」に通底する実践学と理解
し，幼稚園の創始者Fr.フレーベルの教育思想から現代の「子どもの人間学」にいたる過程を検証し，現代の子ども学の思
想、理論、問題を修得する。

教
 
 
 
 

育
 
 
 
 

内
 
 
 
 

容

授 業 概 要 授業到達目標

子ども学理論研究についての導入（坂越） 理論研究の立場、位置、課題を理解する

教育学の原義及びその展開（坂越）
実践学としての教育学の発生について理解す
る

近代教育学の成立とその展開（坂越）
近代教育学の性格と子どもの把握について理
解する

現代教育学の展開（坂越）
現代における教育理論の多様性について理解
する。

教育学における子ども（坂越）
近代教育学の展開のなかで子どもがどのように
理解され，把握されたかを理解する

近代教育学におけるペスタロッチーとフ
レーベル（渡邉）

J.J.ルソー,J.H.ペスタロッチーの系譜における
子ども理解を把握する

時間数 担当教員名

　　　　　　坂越正樹・渡邉満

単位数教科目名

子ども学理論講究Ⅰ（教育学）



必修・ 開講
選択別 年次

2 30 選択 １年・後期

ね
ら
い

使 用 図 書 等

1
「新社会科教育学
ハンドブック」

2
「新社会科教育学
ハンドブック」

3
適宜資料を配布す
る。

4
適宜資料を配布す
る。

5
適宜資料を配布す
る。

6
適宜資料を配布す
る。

7
適宜資料を配布す
る。

8
適宜資料を配布す
る。

9
適宜資料を配布す
る。

10
適宜資料を配布す
る。

11
適宜資料を配布す
る。

12
適宜資料を配布す
る。

13
適宜資料を配布す
る。

14
適宜資料を配布す
る。

15
適宜資料を配布す
る。

16

時間数 担 当 教 員 名

二階堂年惠

教 科 目 名

子ども学理論講究Ⅱ
（教科教育学）

単位数

本授業の目標は、社会科教育の理論と実践的課題について、具体的事例の検討を通して明らかにすることが出来ることで
ある。さらに、これらの検討を通して、各自の研究主題について主体的に考察・調査し、発表できるようになることである。

教
 

育
 

内
 

容

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標

社会科の理論について
社会科におけるいくつかの代表的な社会科論に
ついて理解を深める。

社会科の性格規定について 社会科における特質について理解を深める。

社会科の内容編成(カリキュラム)について
社会科におけるカリキュラム編成について理解
を深め、その課題について検討する。

社会科の内容編成(単元)について
社会科における単元構成について理解を深め、
その課題について検討する。

社会科の方法原理について
社会科における理解、議論などの方法原理につ
いて理解を深める。

社会科の評価について
社会科における評価方略について理解を深め、
その課題について検討する。

社会科授業における技術と原理について
社会科授業における資料や教材活用の意義に
ついて理解を深める。

社会科における論争点について 社会科における論争点について理解を深める。

社会科のアイデンティティについて
社会科の本質をめぐる論点について理解を深め
る。

社会科の実践授業とその構造について 社会科の実践授業についての構造を分析する。

社会科の実践的課題について
社会科の実践的課題について、具体的事例を
用いて検討する。

社会科の学習指導について
社会科の学習指導について理解を深め、その
問題点を明らかにする。

社会科の学習評価について
社会科の学習評価とその課題について理解を
深め、その問題点を明らかにする。

研究成果についての発表
各自の研究成果についての発表を行い、問題
点を明確にする。

研究成果についてのまとめ
各自の研究主題についてのまとめを行い、今後
の課題等について検討する。

試験なし

教
 

育
 

評
 

価

最 終 到 達 目 標 評  価  法 学  修  法

社会科教育の理論と実践
的課題について、具体的
事例の検討を通して明ら
かにし、発表することが出
来る。

次のように評価する。
レポート：50%
討議内容：50%

各自の研究主題について主体
的に考察・調査し、十分に発表
できるよう準備すること。
なお、週１～２回のペースで2～
3時間文献、論文の読解、考察
を通した予習を行い、同様の
ペースで課題に関するレポート
を作成し、復習すること。



必修・ 開講
選択別 年次

2 30 選択 ２年・前期

ね
ら
い

使 用 図 書 等

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

教 科 目 名

子ども学理論講究Ⅲ（教科教育
学）

単位数

算数科教育の理論と実践的課題についての理解と多面的な把握を目的として，算数科カリキュラム及び算数科の学習指
導の実際を歴史的に検討し，カリキュラム・社会・子どもの立場から算数科のあり方について総合的に考察することができ
るようになることを目標とする。

教
 

育
 

内
 

容

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標

わが国における算数科カリキュラムの歴
史

戦前の算数科カリキュラムの歴史
わが国の算数科カリキュラムの変遷とそれぞれ
の特色を箇条書きにできる（レポート提出）。

算数科が社会に対して果たす役割について記
述できる。

時間数 担 当 教 員 名

植田敦三

戦後の算数科カリキュラムの歴史

現代化以降の算数科カリキュラムの歴史

算数と数学との関係について記述できる。

数学的リテラシーから見た算数科カリ
キュラム

これからの社会における算数科カリキュ
ラムについてのプレゼンテーション及び
討議

算数科教育における子どもの素朴概念の重要
性について具体例を挙げて述べることができ
る。

数学的な考え方から見た算数科カリキュ
ラム

学力からみた算数科カリキュラム

教
 

育
 

評
 

価

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法

これからの社会において
求められている算数科教
育のあり方を理解し，それ
を他者に説明することが
でき，授業づくりに活かす
ことができる。

レポート：４０％
プレゼンテーション：30％
討議：30％

各回の最後に提示される次
回の資料・文献を読み整理
するとともに，関連資料を収
集し，自らの課題意識を明
確にして授業に参加する。
なお、週１～２回のペースで
2～3時間文献、論文の読
解、考察を通した予習を行
い、同様のペースで課題に
関するレポートを作成し、復
習すること。

授業に必要な資料
を適宜準備し配布
する。

問題解決型の算数科授業デザイン
探究活動や能動的な学びの授業をデザインす
る方法について具体例を挙げて述べることがで
きる。

算数科教育における評価
多様な評価法について，方法と特徴を述べるこ
とができる。

これからの算数科教育
自分の理想とする算数科教育について主張し，
議論することができる。

算数科カリキュラムにおける実験・実
測・調査等の数学的活動の位置づけ

実験・実測・調査等をどのようにカリキュラムに
位置づけるべきか自分の意見を述べることがで
きる。

算数科からみた教科統合
算数科と他教科との教科統合的扱いをデザイ
ンすることができる。

試験なし

数理認識と算数科カリキュラム

数学的な考え方とは何か記述することができ
る。

小中接続から見た算数科カリキュラム



必修・ 開講
選択別 年次

2 30 選択 2年・前期

ね
ら
い

使 用 図 書 等

1
宇佐美寛『新訂版大学の授
業』東信堂、1999年。

2
二階堂年惠『現代アメリカ
初等法関連教育授業構成
論研究』風間書房、2010
年。

3
同上

4

F,J.メッドウェイ他（田中宏
二他訳）『学校心理学―社
会心理学的パースペクティ
ブ』北王路書房、2005年。

5

Buckingham,D., J.Grahame
and J.Sefton-Green Making
Media:Practical Production
in the Media1 Education,
English and Media Centre,
1995.

6 適宜配布する

7 適宜配布する

8 適宜配布する

9 適宜配布する

10 適宜配布する

11 適宜配布する

12 適宜配布する

13 適宜配布する

14 適宜配布する

15

Masterman,L.
（宮崎寿子訳）『メディアを
教える―クリティカルなアプ
ローチへ』世界思想
社,2010。

16

時間数 担 当 教 員 名

坂越正樹・二階堂年惠

教 科 目 名 単位数

大学教員実習

本授業は、教材研究、授業実践（事前指導、事後指導）、模擬授業、検討ディスカッションなどを通して、大学の授業のあり
方やその方法論を学修することを目指す。とりわけ、ITやメディアの教育利用を重視し、メディアの教育利用の意味や方法
論を身に付け、「たしかな授業力」を備えた大学教師となるための技術、資質、能力を育成する。さらに、その方法論を教
育心理学、教科内容学の観点から分析し、改善していく。

教
 

育
 

内
 

容

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標

大学教育の特質（坂越）
大学教育と小中高の教育のちがいを理解
する。

受講生同士が模擬授業を行い、互いの授
業を分析する。

大学における授業実践のあり方（二階堂）
講義型の授業実践と討論型の授業実践
を比較し、分析・検討する。

授業案の作成（１）教材研究（二階堂）
教科教育の視座に基づき教材研究の方
法論を学ぶ。

授業案の作成（２）教育学に基づく生徒指導
の活用（坂越）

心理学に基づく生徒指導のあり方を学
び、授業実践への活用を模索する。

試験なし

学内実習（２）検討会・振り返りシートの記入
（二階堂）

教
 

育
 

評
 

価

最 終 到 達 目 標 評  価  法 学  修  法

大学の授業のあり方やそ
の方法論を学修し、「たし
かな授業力」を備えた大
学 教 師 と な る た め の 技
術、資質、能力を育成す
る。

次のように評価する。
振り返りシート：３０％
授業構想の内容：３０％
授業実践・教育実践（模擬授業）：４０％

大学教育、授業実践に関する先行
文献をおよび、国内外の学術論文
を精読すること。さらに、自ら能動的
に授業実践へ参加する。なお、週１
～２回のペースで2～3時間文献、
論文、データに関する分析を予習と
し、同様のペースで授業に必要な
予備自習に取り組むこと。

学外実習（３）学内検討会・振り返りシートの記
入（二階堂）

本授業の担当者、受講者同士が授業を
分析・検討し、議論する。そして振り返り
シートをまとめあげる。

大学における「授業力」とは何か（坂越）
授業実践、検討会を踏まえ、大学の授業
のあり方を探る。

模擬授業（２）検討会（二階堂）
担当教員、受講生によって模擬授業の改
善点を研究する。

模擬授業（３）振り返りシートの記入（二階堂）
授業実践、検討会を踏まえ、振り返りシー
トして授業をまとめあげ、授業論として分
析する。

学内実習（１）授業実践（二階堂）
学内における授業実践を行い、互いの授
業を分析し、改善点を模索する。

実習授業の担当者、本授業の担当者も交
え、授業を分析・検討し、議論する。

学外実習（１）授業実践（二階堂）
提携校内における授業実践を行い、互い
の授業を分析し、改善点を模索する。

学外実習（２）学外検討会（二階堂）
実習授業の担当者、その他学外の教員も
交えて、授業を分析・検討し、議論する。

授業案の作成（３）メディア教育に基づくメディ
ア利用（坂越）

メディア教育学の知見に基づき、授業に
おけるメディア利用のあり方を考察する。

授業案の作成（４）教育観、学生観の省察
（二階堂）

自ら作成した授業案にある教育観、学生
観をめぐって議論する。

模擬授業（１）授業実践（二階堂）



必修・ 開講
選択別 年次

2 30 選択 １年・前期

ね
ら
い

使 用 図 書 等

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

教 科 目 名 単位数 時間数 担 当 教 員 名

子ども臨床学講究Ⅰ
（発達心理）

山崎晃

子ども学理論領域：教育臨床学の科目として、発達心理の観点から子どもの発達過程における物理的・社会的環境、保
育者・教師の影響及び心理臨床的な課題や支援について、愛着理論、心の理論、アイデンティティー理論等を通して検
証し、支援の実態を踏まえながら、子どもの発達支援の教育プログラム開発を目指す。

教
 

育
 

内
 

容

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標

子ども臨床学研究Ⅱについての導入

心の理論の獲得とその関連要因について学修
する。

自己実現と発達
自己実現糊論と発達との関連について学修す
る。

臨床学研究の位置づけ、課題について理解す
る。

Handbook of Child
Psychology and
Development
(2014) Wliley &
Sonsを使用。
情動の合理性をめ
ぐる心理学的考究
（遠藤利彦、2013）
また、最新の文献
については、適宜
紹介する。

認知発達・概念発達と理論 認知発達・概念発達とその理論を理解する。

心の理論の獲得と関連する要因

社会的学習理論と認知発達理論の基礎
社会的学習理論や認知発達理論の基礎につ
いて学修する。

社会的学習理論と認知発達理論 社会的学習理論や認知発達理論を学修する。

アタッチメント理論の基礎
アタッチメントに関する諸理論について学修す
る。

ハヴィガーストの人間の発達課題と教育 子どもの発達課題理論について学修する。

発達臨床支援の実際(2)
思春期・青年期の課題と支援

思春期・青年期における現代的・心理的課題に
ついて理解し、支援の方向性を探る。

発達臨床支援の実際(3)
障がいをもつ人の課題と支援

障がいをもつ人の心理・社会的課題について
理解し、支援の方向性を探る。

アイデンティティー理論の基礎 アイデンティティー理論について理解する。

発達臨床支援の実際(1)
幼児・児童の発達とアセスメント

幼児・児童の行動観察をとおして、実際の発達
を捉える。

子ども臨床学の将来的課題
全体討議：子どもの発達と支援に関わる将来的
課題と発展について理解する。

試験なし

発達臨床支援の研究(1)
発達臨床場面での支援研究

臨床場面での支援に関連する要因を精査し、
支援プログラムを構成を検討する。

発達臨床支援の研究(2)
発達支援プログラム研究の検証

臨床場面での支援プログラムの有効性につい
て検証を行う。

教
 

育
 

評
 

価

最 終 到 達 目 標 評 価 法 学 修 法

子どもの発達過程と発達
理論・認知行動理論およ
び社会的適応に関する諸
要因を理解し、不適応行
動の予防への問題解決
法を学修すること。

次のように評価する。
討議での発言内容：50％
課題レポート：50％

大学院用図書及び心理学
文献情報検索資料に基づ
いて討論と課題レポートに
備える。各自の研究テーマ
との関連づけにも心がける
こととする。
なお、週１～２回のペースで
2～3時間文献、論文、デー
タに関する分析を予習とし、
同様のペースで授業に必
要な予備自習に取り組むこ
と。



必修・ 開講
選択別 年次

2 30 選択 １年・前期

ね
ら
い

使用図書等

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

Thompson,R.A. 著
「 Preventing child
maltreatment
through social
support 」 （ 1995 ）
SAGE の 一 部 、谷
口弘一著「児童・
生徒のサポートの
互恵性と精神的健
康」（2013）晃洋書
房 、 嶋 田 洋 徳 著
「小中学生の心理
的ストレスと学校不
適 応 に 関 す る 研
究」（1998）風間書
房、その他に適宜
内外の文献を活用
する。

時間数 担当教員名

八島美菜子

教科目名 単位数

子ども臨床学講究Ⅱ
（教育心理）

子ども学理論領域：教育臨床学の科目として、教育臨床心理の観点から子どもの園・学校・家庭でのストレス、
教師ストレスや保護者の子育てストレスとその対処や支援、近年のインターネット依存やSNSを介した人間関係
など現代的課題が子どもの社会的適応に及ぼす影響ついて、多様なアプローチから検証し、子どもの不適応
予防の教育プログラム開発を目指す。

教
 
 
 
 

育
 
 
 
 

内
 
 
 
 

容

授 業 概 要 授業到達目標

子ども臨床学研究Ⅱについての導入 臨床学研究の立場、課題について理解する

子どものストレス①就学前施設
子どものストレスについて園生活においてみられ
る研究事例により検証する

子どものストレス②学校

教
育
評
価

最終到達目標 評  価  法 学  修  法

子どもの社会的適応にか
かわる園・学校・家庭での
ストレス過程とサポート理
論、認知・行動理論の理
解を確実なものとし、不適
応予防への問題解決法を
学修すること

次のように評価する。
討議での発言内容：50％
課題レポート：50％

大学院用図書及び心理学
文献情報検索資料に基づ
いて討論と課題レポートに
備える。各自の研究テーマ
との関連づけにも心がけるこ
ととする。
なお、週１～２回のペースで
2～3時間文献、論文、デー
タに関する分析を予習とし、
同様のペースで授業に必要
な予備自習に取り組むこと。

子どものストレスについて学校生活においてみら
れる研究事例により検証する

子どものストレス③家庭
子どものストレスについて家庭生活においてみら
れる研究事例により検証する

保護者のストレスと子どもへの影響

インターネット依存やSNSにおける人間関係にお
いてみられる研究事例より検証する

子どものストレス④インターネット

子育てストレスにより起こるマルトリートメントにい
ついて子どもへの影響を理解する

教師のストレス過程
職業ストレス理論の観点から教師のストレス過程
をやバーンアウトについて理解する

教師のストレスと子どもへの影響
教師ストレスと子どもの学級適応の関連性を理
解する

子どもの学校ストレスと対処過程

Lazarusのストレス・コーピング理論

子どもの学校ストレスと対処過程について研究
事例により検証する

ストレス・コーピング理論の原義を学修する

コーピングと認知・行動理論 認知・行動理論の原義を学修する

子ども臨床学の将来的課題 全体討議：将来的課題について理解する

試験なし

子どもの不適応と個人特性・対人関係
子どもの不適応の要因となる個人特性や対人関
係における特性にについて理解する

子どもの不適応予防とソーシャルスキル介入
研究

個人スキルアプローチの介入プログラム有効性
について検証を行う

子どもの不適応予防とピアサポート介入研究
集団アプローチの介入プログラム有効性につい
て検証を行う



必修・ 開講
選択別 年次

2 30 選択 １年・後期

ね
ら
い

使 用 図 書 等

1 適宜配布する。

2 適宜配布する。

3 適宜配布する。

4 適宜配布する。

5 適宜配布する。

6 適宜配布する。

7 適宜配布する。

8 適宜配布する。

9 適宜配布する。

10 適宜配布する。

11 適宜配布する。

12 適宜配布する。

13 適宜配布する。

14 適宜配布する。

15 適宜配布する。

16 試験なし

教
 

育
 

評
 

価

最 終 到 達 目 標 評  価  法 学  修  法

インクルーシブ教育に
ついての現場および課
題について体系的な理
解を得るとともに、その
課題を乗り越えるための
学術的・実践的示唆を
検討することができる。

次のように評価する。
ディスカッションでの発言内容：５０％
レポート：５０％

授業中に配布する資料に
加えて、関連する文献を探
索させ、適宜口頭発表をさ
せる。
なお、週１～２回のペースで
2～3時間文献、論文の読
解、考察を通した予習を行
い、同様のペースで課題に
関するレポートを作成し、復
習すること。

教
 

育
 

内
 

容

日本のインクルーシブ教育政策をもとに、教育の場
がどのように想定されてきたのかを理解する。

「どこで」包摂するのか（２）：通常学校
英国のインクルーシブ教育政策をもとに、教育の場
がどのように想定されてきたのかを理解する。

「どこで」包摂するのか（３）：一般の教育制度

インクルーシブ教育を「いかに評価するのか」
（２）：非認知能力

インクルーシブ教育を「いかに評価するのか」
（１）：学力分析

インクルーシブ教育を「いかに評価するのか」
（３）：周囲の子どもたちへの影響

障害のない子どもたちにとってのインクルーシブ教育
のアウトカムを解説する。

議論の総括：インクルーシブ教育はどこから来
てどこへ行くのか

ここまでの授業を総括し、インクルーシブ教育の到達
点と今後の課題について解説する。

授業の総括：インクルーシブ教育の未来をいか
に形作るのか

インクルーシブ教育の課題をいかに乗り越えていくの
かということを解説する。

「どのように」包摂するのか（３）：応用行動分析
特別な教育的ニーズを有する子どもたちを「どのよう
に」包摂するのかを解説する。

「どのように」包摂するのか（１）：自立に向けた
指導

インクルーシブ教育のアウトカムについての議論を解
説する。

「どのように」包摂するのか（２）：教育システムの
変革

インクルーシブ教育のアウトカムを測定するための方
法について解説する。

障害者権利条約、サラマンカ宣言をもとに、教育の
場が理念上どのように想定されていたのかを解説す
る。

特別な教育的ニーズを有する子どもたちを「どのよう
に」包摂するのかを解説する。

特別な教育的ニーズを有する子どもたちを「どのよう
に」包摂するのかを解説する。

本授業はインクルーシブ教育・特別ニーズ教育を主たるトピックとし、「誰を」「どこで」「どのように」包摂するのか、そしてそ
の帰結を「いかに評価するのか」ということを扱う。2人の教員による講義であるが、文献講読、ディスカッションを中心とし
た演習形式で開講する。なお、授業は外国語文献を読み込んだり、ディスカッションをしたりするための基礎的英語スキ
ルを前提として行う。

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標

授業の導入：インクルーシブ教育とは
インクルーシブ教育を取り巻く国際的状況について
理解する。

「誰を」包摂するのか（１）：障害のある子ども
日本のインクルーシブ教育政策をもとに、その対象
がどのように想定されてきたのかを理解する。

「誰を」包摂するのか（２）：SENのある子ども
英国のインクルーシブ教育政策をもとに、その対象
がどのように想定されてきたのかを理解する。

「誰を」包摂するのか（３）：マイノリティの子ども
障害のない「特別な教育的ニーズ」を有する子どもた
ちへのインクルーシブ教育について理解する。

「どこで」包摂するのか（１）：特別支援学校

時間数 担 当 教 員 名

伊藤駿

単位数教 科 目 名

子ども臨床学講究Ⅲ
（特別ニーズ教育）



必修・ 開講
選択別 年次

2 30 選択 ２年・前期

ね
ら
い

使 用 図 書 等

1
W. ケラー（ 橋本訳 )
『こどものための音楽
解説』

2
W. ケラー（ 橋本訳 )
『こどものための音楽
解説』

3
Ｃ ． ロ ビ ン ズ （ 生 野
訳）『音楽する人間』

4

F. -J. Fetis Music
Explained to the World, Or,
How to Understand Music
and Enjoy Its Performance

5

F. -J. Fetis Music
Explained to the World, Or,
How to Understand Music
and Enjoy Its Performance

6

F. -J. Fetis Music
Explained to the World, Or,
How to Understand Music
and Enjoy Its Performance

7
F. -J. Fetis Music
Explained to the World, Or,
How to Understand Music
and Enjoy Its Performance

8

F. -J. Fetis Music
Explained to the World, Or,
How to Understand Music
and Enjoy Its Performance

9

Franz Wüllner
Chorübungen
der Münchener
Musikschule

10

Franz Wüllner
Chorübungen
der Münchener
Musikschule Ⅰ

11

Franz Wüllner
Chorübungen
der Münchener
Musikschule Ⅰ

12

Franz Wüllner
Chorübungen
der Münchener
Musikschule Ⅰ

13

Franz Wüllner
Chorübungen
der Münchener
Musikschule Ⅰ

14

Franz Wüllner
Chorübungen
der Münchener
Musikschule Ⅰ

15

Franz Wüllner
Chorübungen
der Münchener
Musikschule Ⅰ

16 試験なし

教
 

育
 

評
 

価

最 終 到 達 目 標 評  価  法 学  修  法
・歴史的音楽文献を講読
し、その内容を理解する
能力を獲得している。
・今回扱われた「教則本」
の内容を咀嚼し、子どもに
とって演奏実践とは何か、
ひいては音楽表現とは何
かとの問いに対する自分
なりの回答を提示できる。

次のように評価する。
レポート：６０％
授業での発言内容・参加態度：　40％

授業を受けるに当たり、当該
「教則本」の原典（および翻
訳本）を参照のうえ、予め内
容に関して一定の理解を得
ておくこと。
なお、週１～２回のペースで
2～3時間文献、論文の読
解、考察を通した予習を行
い、同様のペースで課題に
関するレポートを作成し、復
習すること。

Franz W ü llner Chor ü bungen der M ü
nchener Musikschule  Ⅰ⑤
第22～第27章（藤井）

Chorübungen der Münchener Musikschule Ⅰ
第22～27章を購読し、実践できる。

Franz W ü llner Chor ü bungen der M ü
nchener Musikschule  Ⅰ⑥
第28～第34章（藤井）

Chorübungen der Münchener Musikschule Ⅰ
第28～34章を購読し、実践できる。

Franz W ü llner Chor ü bungen der M ü
nchener Musikschule  Ⅰ⑦
第35～42章（藤井）

Chorübungen der Münchener Musikschule Ⅰ
第35～42章を購読し、実践できる。

Franz W ü llner Chor ü bungen der M ü
nchener Musikschule  Ⅰ②
第1～7章（藤井）

Chorübungen der Münchener Musikschule Ⅰ
第1～7章を購読し、実践できる。

Franz W ü llner Chor ü bungen der M ü
nchener Musikschule  Ⅰ③
第8～14章（藤井）

Chorübungen der Münchener Musikschule Ⅰ
第8～14章を購読し、実践できる。

Franz W ü llner Chor ü bungen der M ü
nchener Musikschule  Ⅰ④
第15～21章（藤井）

Chorübungen der Münchener Musikschule Ⅰ
第15～21章を購読し、実践できる。

F. -J. Fetis Music Explained to the　World
④諸音の関係性（大迫）

同文献のOf the relations of soundsを講読し、当
時の記述における旋律、和声、リズム等の関係
性を理解できる。

F. -J. Fetis Music Explained to the　World
⑤音楽分析と演奏（大迫）

同 文 献 の Of the prejudices of the ignorant, and of
those of the learned, in musicを講読し、当時の記述
における音楽分析と演奏の関係性を理解できる。

Franz W ü llner Chor ü bungen der M ü
nchener Musikschule  ①
導入（藤井）

Chorübungen der Münchener Musikschule につ
いて、音楽史的意義や現在の受容、本著の概要
について理解できる。

近代ヨーロッパの歴史的教則本（第一次資料）を講読し、その記述内容についての理解を深める。近代には、ヨーロッパと
日本という東西の文化圏において、音楽実践のもっとも初期の段階（多くは子ども時代）で使用されうる音楽史上重要な「教
則本」が多く刊行されているが、双方の記述の内容を理解することは、子どもの音楽表現実践の研究にとって大きな示唆を
与えるものである。併せてC.オルフの音楽教育実践とC.ロビンズの音楽療法から音楽による表現の本質を学ぶ。これらを総
じて、子どもの音楽表現にかかわるカリキュラム開発を志向する。

教
 

育
 

内
 

容

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標

Orff-Schulwerk『子どものための音楽解説』
の講読および講義（1）（和田）

第1部「オルフ学校」「子どものための音楽の案
内」の内容を理解できる。

Orff-Schulwerk『子どものための音楽解説』
の講読および講義（2）（和田）

第1部「教育実践」の内容を理解できる。

Clive Robbins『音楽する人間』の講読および
講義（和田）

『音楽する人間』を講読し、児童領域の音楽療法
の視点から、音楽表現の意味を理解できる。

F. -J. Fetis Music Explained to the　World
①導入（大迫）

Music Explained to the World のIntroductionを
講読し、この著の目的を把握できる。

F. -J. Fetis Music Explained to the　World
②音楽の起源（大迫）

同文献のObject of musicを講読し、当時の記述
における音楽の起源と意味を理解できる。

F. -J. Fetis Music Explained to the　World
③演奏表現（大迫）

同 文 献 の Of what is called expression in the
execution of musicを講読し、当時の記述におけ
る音楽表現の在り方を理解できる。

時間数 担 当 教 員 名

大迫知佳子・藤井雄介・和田玲子

単位数教 科 目 名

子ども表現実践学講究Ⅰ（音楽）



必修・ 開講
選択別 年次

2 30 選択 2年・後期

ね
ら
い

使 用 図 書 等

1

美術による人間形成－創造
的発達と精神的成長－V・
ローウェンフェルド（黎明書
房）1995

2

美術による人間形成－創造
的発達と精神的成長－V・
ローウェンフェルド（黎明書
房）1995

3

美術による人間形成－創造
的発達と精神的成長－V・
ローウェンフェルド（黎明書
房）1995

4

美術による人間形成－創造
的発達と精神的成長－V・
ローウェンフェルド（黎明書
房）1995

5

美術による人間形成－創造
的発達と精神的成長－V・
ローウェンフェルド（黎明書
房）1995

6

美術による人間形成－創造
的発達と精神的成長－V・
ローウェンフェルド（黎明書
房）1995

7

美術による人間形成－創造
的発達と精神的成長－V・
ローウェンフェルド（黎明書
房）1995

8
芸術による教育 H・リー
ド （ フ ィ ル ム ア ー ト 社 ）
2001

9
芸術による教育 H・リー
ド （ フ ィ ル ム ア ー ト 社 ）
2001

10
芸術による教育 H・リー
ド （ フ ィ ル ム ア ー ト 社 ）
2001

11
芸術による教育 H・リー
ド （ フ ィ ル ム ア ー ト 社 ）
2001

12
芸術による教育 H・リー
ド （ フ ィ ル ム ア ー ト 社 ）
2001

13
芸術による教育 H・リー
ド （ フ ィ ル ム ア ー ト 社 ）
2001

14
芸術による教育 H・リー
ド （ フ ィ ル ム ア ー ト 社 ）
2001

15

16 試験なし

教
 

育
 

評
 

価

最 終 到 達 目 標 評  価  法 学  修  法

美術教育に関する文献を講
読し、その内容を理解し、そ
の理論を引用して自分なりの
子どもへの造形教育につい
ての論を展開できる能力を獲
得している。

次のように評価する。
レポート：60％、
討議での発言内容や参加態度：40％

本授業で取り上げる２つの著作
について、要約などを行い、あ
らかじめ内容の理解を得た上で
討論、レポートに備える。
なお、週１～２回のペースで2～
3時間文献、論文の読解、考察
を通した予習を行い、同様の
ペースで課題に関するレポート
を作成し、復習すること。

「芸術による教育」（H・リード）第５章「子どもの芸術」
の講読‐④実践からカリキュラムへ

第5章「視覚以外の表現方式」「表現の目的」「美術教
育と子どもの自然」の内容理解。

「芸術による教育」（H・リード）第7章「教育の自然な
方式」の講読～カリキュラム開発のために

第7章全般、特に「遊びから芸術へ」「幼児学校」「小学
校」の記述に関して理解を深める。

総括
本講義を振り返って総括でき、さらに今後の課題が表
明できる。

「芸術による教育」（H・リード）第５章「子どもの芸術」
の講読‐①～自発的な実践に向けて

第5章「自由な表現」「遊びが芸術か」「自発性とインス
ピレーション」「自発的な表現に関するモンテッソーリの
理論」についての内容理解。

「芸術による教育」（H・リード）第５章「子どもの芸術」
の講読‐②～教育実践としての芸術

第5章「子どもが絵を描き始めるとき、なにが起こるの
か」「子どもの描画の発達段階」「図式」「運動感覚によ
る想像」「イメージを記号」についての内容理解。

「芸術による教育」（H・リード）第５章「子どもの芸術」
の講読‐③

第5章「子どもの描画の観察による分類」「分類の精
選」「子どもの描画の分類と、心的機能による類型との
関係」についての内容理解。

「美術による人間形成」（V・ローウェンフェルド）「疑
似写実的段階」の講読

第7章「疑似写実的段階」ローウェンフェルドによる2歳
から4歳までの描画発達論を理解し、他の学説と比較
する。

「芸術による教育」（H・リード）第1章「教育の目的」
の講読～教育目的と普遍性

第1章「教育の目的」１命題、２二つの仮説、３予備的
な定義についての内容理解、問題提起。

「芸術による教育」（H・リード）第２章「芸術の定義」
の講読

第2章「芸術の定義」の講読とその発展。

我が国の美術教育に多大な影響を与えた二つの著書「美術による人間形成－創造的発達と精神的成長－」（V・ローウェ
ンフェルド）と「美術による教育」（H・リード）を講読し、その記述内容についての理解を深める。その上で、現在の子どもへ
造形教育研究への示唆を得ることを目的とする。

教
 

育
 

内
 

容

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標

「美術による人間形成」（V・ローウェンフェルド）「教
育のための美術の意義」の講読

第1章「教育のための美術の意義」についての内容理
解および問題提起。

「美術による人間形成」（V・ローウェンフェルド）「初
等教育における創作活動の意義」の講読

第2章「初等教育における創作活動の意義」の内容理
解および現状との比較。

「美術による人間形成」（V・ローウェンフェルド）「自
己表現の最初の段階」の講読
～人間形成・自己表現・普遍性をめぐって

第3章「自己表現の最初の段階」の講読。ローウェン
フェルドによる４歳から７歳までの描画発達論を理解
し、他の学説と比較する。

「美術による人間形成」（V・ローウェンフェルド）「再
現への最初の試み」の講読

第4章「再現への最初の試み」ローウェンフェルドによ
る７歳から９歳までの描画発達論を理解し、他の学説と
比較する。

「美術による人間形成」（V・ローウェンフェルド）「形
態概念の成立」の講読

第5章「形態概念の成立」。ローウェンフェルドによる９
歳から１１歳までの描画発達論を理解し、他の学説と
比較する。

「美術による人間形成」（V・ローウェンフェルド）「写
実的傾向の芽生え」の講読

第6章「写実的傾向の芽生え」。ローウェンフェルドによ
る１１歳から１３歳までの描画発達論を理解し、他の学
説と比較する。

時間数 担 当 教 員 名

子ども表現実践学講究Ⅱ（造形）

単位数教 科 目 名



必修・ 開講
選択別 年次

2 30 選択 2年・前期

ね
ら
い

使 用 図 書 等

1
適宜、資料を配布
する

2 同上

3 同上

4
大阪体育大学編「基
礎から学ぶ体育・ス
ポーツの科学」2006

5
Ｖ 。 プ レ ス ト ン 著
「モダンダンスのシ
ステム」1976

6
髙橋和子「からだ」
2004

7
メセーニ著「身体
運 動 の 表 現 学 」
1980

8
浜田寿美男「身体
から表象へ」2002

9
ステンソン著「幼児
のためのダンス」
1995

10
舞 踊教 育研 究会
編「舞踊教育学講
義」1991

11
松本監修「ダンス
の教育学」1992

12 同上

13 同上

14 同上

15
適宜、資料を配布
する

16

時間数 担 当 教 員 名教 科 目 名

子ども表現実践学講究Ⅲ（身体）

単位数

子ども学実践領域：表現活動の科目として、身体表現領域の立場から子どものからだと心、コミュニケーションに関わる問題
について検討し、身体論・舞踊理論等をとおして、子どもの豊かな身体表現教育プログラムの開発を目指す。

教
 

育
 

内
 

容

授 業 概 要 授 業 到 達 目 標

子どもの身体表現についての導入 身体表現に関する立場、課題について理解する

身体論
身体について、哲学的・歴史的観点を理解し、
現代における課題について理解する

身体表現とコミュニケーション
ノンバーバル・コミュニケーションについて理解
する

身体運動学研究 身体運動のメカニズムについて理解する

ラバンの身体運動学研究 ルドルフ・ラバンの身体運動理論を理解する

教育における身体教育
学校教育で取り組まれてきた身体教育について
学修する

教育における身体表現教育
学校教育で取り組まれてきた身体表現教育につ
いて学修する

遊びと身体表現
子どもの身体性と遊びの観点から子どもの身体
表現を理解する

子どもの身体表現
子どもの身体表現の指導に関わる基礎的知識を
学修する

舞踊論 舞踊概論を学修する

舞踊指導論 舞踊の指導法について学修する

我が国おける表現運動指導法
学習指導要領の変遷と現行の学習指導要領を
理解し、指導法を学修する

表現運動の実践 表現運動の実践を通じて、身体表現を探究する

指導法研究
さまざまな指導法を検討し、優れた教材や指導
法について検証する

身体表現研究法 身体表現研究法について理解する

試験なし

教
 

育
 

評
 

価

最 終 到 達 目 標 評  価  法 学  修  法

身体表現の理論と実践方
法を理解し、子どもの豊か
な表現活動に関わ る指
導・研究を行うことができ
るようにする。

次のように評価する。
討議への参加・発言内容：50％
課題レポート：50％

使用図書を参考にして、予
習・復習を行うと共に、学修
内容に関する疑問について
は、履修者が互いに問題を
共有し、積極的に取り組む
こと。
なお、週１～２回のペースで
2～3時間文献、論文、デー
タに関する分析を予習とし、
同様のペースで授業に必要
な予備自習に取り組むこと。



必修・ 開講
選択別 年次

2 30 選択 2年・後期

人
間
の
教

育

使用図書等

1
ソシュール『一般
言語学』、1940

2
ブルームフィール
ド『言語』、１９６２

3
サ ピ ア 『 言 語 』 、
1998

4
チョムスキー『生物言
語学の探究』、2007

5
リリアン・Ｈ・スミス『児
童文学論』、1964

6 同上

7
日本古典文学大系
38『御伽草子』、1968

8
『遠野物語』（定本柳
田 國 男 集 第 ４ 巻 ）
1968

9
村上春樹訳『大きな
木』、バートン文・絵

10
サン・テグジュベリ作
『星の王子さま』1953

11
フレーベル『人間の
教育』上、1964

12
フレーベル『人間
の教育』下、1964

13
フレーベル『人間の
教育』、上・下、1964

14
拙著『国語表現』『国
語総合』、2015

15
拙著『国語表現』『国
語総合』、2015

16

時間数 担当教員名

江端義夫

教科目名

子ども表現実践学講究Ⅳ（言葉）

単位数

本科目では、はじめに言語表現の一般理論を学習する。次いで、最先端の言語理論を踏まえながら、児童文学論を学ぶ。
さらに、具体的な文学作品の読解分析を通して、フレーベルの『人間の教育』に基づき、子どもの言語表現の立場から人間
学的教育の本質を論究する。

教
 
 
 
 

育
 
 
 
 

内
 
 
 
 

容

授業概要 授業到達目標

言語表現に関する基本的文献の講読および
講義

言語表現の基盤にある言⇒言語⇒言語活動の３
角形を理解する。

アメリカにおける構造言語学的普遍知の講読
および講義

あいまいさを排除した科学的構造主義言語学を
理解する。

子ども表現の詩的価値、文化的相対性を発見
した学知を学ぶ。

サピア－ワ－フの仮説をはじめ、子どもや文化の
相対性を理解する。

言語生得説を発明し、現在もなお世界中を魅
了する人と学知を知る。

子どもの言語発達や表現の発達を考究する自
在性を学ぶ。

リリアン・H・スミスの世界的な名著を呼んで、イ
ギリスの児童文学の豊かさを考える。

近代日本の児童文学を開拓した石井桃子氏らが、１９
６４年に邦訳した。１～6章まで読む。予習が大切。

前回に引き続いてスミスの名著を読む。 同上　　7章～12章まで読む。

日本の中世から江戸時代に流行した「お
とぎぞうし」の表現に親しむ。

江戸の上流階級の子女が、仮名書の「おとぎぞうし」を
嫁入り道具に持参したといわれるが、現代と比べ、主題
の差を理解する。

日本の名作『遠野物語』の表現に親し
む。

死んだはずの老婆が狂女のわきを通ると、急に炭かご
がぐるっと回る。文学の心を探し求める。

村上春樹が見つけて訳本を出した異色の
絵本をとりあげ、その意味を考える。

世界の絵本や童話や児童文学は、おとなの文芸よりも
多彩で、どんどん先を行く。しかし、一つの異色の絵本
があることを知る。

子どもの心を楽しませ、わくわくさせる
表現のとは何かについて考える。

代表作を熟読することにより、スケールの大きな構想力
や科学的な探究心を身につける。

子ども学を標榜する中で、フレーベル『人間の教育』
の中の「教育方法の原理」を課題にする。

第4篇「生徒としての人間」における学校在住、教科言
語、言語教育についての氏の考え方を理解する。

フレーベルの著作の第4章を課題とする。
フレーベルの「家庭と学校との結合、およびそれ
によって制約される教科について」を理解する。

フレーベルの当該書の第五篇「全体の概観を結ぶ」
を課題とする。

フレーベルの『人間教育』（上・下）を理解するために、
第一篇「全体の基礎づけ」を熟読し、理解する。

学校教育における指導要領は、「幼・小・中・高」を
一貫した人間性を求める教育方針であることを理解
する。

幼児期から児童期に至る言語表現能力とそれに伴う音
声表現活動や唯美的活動について理解する。

子どもの表現実践能力を育成するために、「幼・小・
中・高」を一貫したカリキュラムで作成する問題点を
考える。

①通年式カリキュラムと②幼・小・中・高を通した段階式
カリキュラムの特徴を理解し、統一の可能性について
考察する。

試験なし

教
育
評
価

最終到達目標 評  価  法 学  修  法

全１５回の授業は、総合的
には言語学と文学と教育
とが調和する。「授業内
容」の課題を「使用図書」
で読み込み、各回の「授
業到達目標」を目指すこと
が期待される。

次のように評価する。
討議への参加・発言内容：40％
課題レポート：60％

著名な洋書には、文庫本の
訳本があるので、各自購入
すること。使用図書を参考に
して、予習・復習を行うと共
に、学修内容に関する疑問
については、履修者が互い
に問題を共有し、解決へ向
けて積極的に取り組むこと。
なお、週１～２回のペースで
2～3時間文献、論文、デー
タに関する分析を予習とし、
同様のペースで授業に必要
な予備自習に取り組むこと。



必修・ 開講
選択別 年次

2 60 必修 1年・通年

ね
ら
い

使用図書等

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

教
 
 
 
 

育
 
 
 
 

内
 
 
 
 

容

使用図書・文献などは都度提示する。

適宜、教材を配布する。

教
育
評
価

最終到達目標 評  価  法 学  修  法

基礎文献の理解、先行研究の検討を通して、
研究テーマを決定し、研究計画書を作成できる
ようにする。
　実際に文献調査、実地調査したデータを整理、
系統化することができる。さらに、これらと仮説を
比較検証し、導き出した結論を整理することがで
きるようにする。

次のように評価する。
研究計画書：20％
文献に関する考察論文：30％
実地調査：20％
授業態度：30％

先行文献をおよび、内外の学術雑誌を読むこと。
さらに、自らレポートを作成し能動的に授業へ参加すること。
なお、これらの作業は週４～５回のペースで４～５時間行い、自ら
の課題に応じて、適切に授業に備えること。

先行研究の分析（９）：まとめ 先行研究の整理とその問題点を理解する

子ども学特別研究(第一期)の総括
研究テーマ・課題・計画書・先行研究を整理し、自らの研究テーマを
策定する

試験 試験なし

先行研究の分析（６）：先行研究の特徴 先行研究の特徴を理解できる

先行研究の分析（７）：先行研究の問題点 先行研究の問題点を見出すことができる

先行研究の分析（８）：研究テーマの可能性 自らの研究の可能性を検討できる

先行研究の分析（３）：国外の研究動向 国外の研究動向を理解する

先行研究の分析（４）：国内の研究動向 国内の研究動向を理解する

先行研究の分析（５）：自らの研究と先行研究の関連 先行研究と自らの研究の関連を理解する

研究計画書の作成（６）：まとめ 研究計画書をまとめることができる

先行研究の分析（１）：子どもへの視座からの考察 先行研究を子どもの視点から考察する

先行研究の分析（２）：社会への視座からの考察 先行研究を社会の視点から考察する

研究計画書の作成（３）：研究体制 指導担当教員指導のもとで研究体制の検討を行う

研究計画書の作成（４）：実践知・臨床の知との関連 実践知・臨床の知との関連を理解できる

研究計画書の作成（５）：子ども学上の意義 子ども学上の意義を検討できる

研究課題の設定（４）：実践面からの意義づけ 解明する具体的な課題を決定する

研究計画書の作成（１）：研究対象
担当教員のもとで、倫理について配慮して研究計画の枠組を作成
する。

研究計画書の作成（２）：研究方法 指導担当教員指導のもとで研究計画の研究方法を作成する

研究課題の設定（１）：子ども学における位置づけ
自らの関心や学問的動向を踏まえて、解明する具体的な課題を決
定する

研究課題の設定（２）：専門領域における位置づけ 研究課題にいかなる意味があるのかを検討する

研究課題の設定（３）：理論面からの意義づけ 研究課題の論理構成について把握する

研究テーマの設定（３）：子ども学上の位置 研究テーマの子ども学上の位置を理解できる

研究テーマの設定（４）：融合研究としてのあり方 研究テーマの融合研究としてのあり方を理解できる

研究テーマの設定（５）：専門領域との関連 研究テーマと専門領域との関連を考察できる

研究テーマの設定（２）：臨床の知について 絞り込んだテーマについて指導教員等と討論することができる

博士論文作成のためのテーマ設定を中心に行う。テーマの内容を演習形式で発表・討論しながら、担当教員の指導を受ける。 次にそのテーマ設定を受けて、担当指導教員の指導の下で
論文作成の材料をそろえ、吟味・配列していく。具体的には文献調査、実地調査を行い、研究データの分析・考察を行い、博士論文の作成に取り掛かる。最終的に研究データの分析、考察
を受けて、担当指導教員の指導の下で論文を作成し、完成させる。文部科学省通知「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）』等を活用し、研究にあたっての倫
理的配慮・課題について認識を深める。

授 業 概 要 授業到達目標

子ども学特別研究(第一期)の趣旨の説明及び、人を対象とする場合の研
究倫理と研究実施並びに、公的研究費の運営・管理にについて理解を
深める

『子ども学研究法(第一期）』を学ぶことの意味について理解し、研究
における倫理の重要性及び、公的研究費の運営・管理にかかる責
任を知る。

研究の取り組み：学際的・融合的研究の意味 研究の取り組み方やテーマの方向性を決定する

基礎文献の輪読、調査（１）：国内の文献

国内外の基礎文献を輪読し、関連分野の理解を深める基礎文献の輪読、調査（２）：国外（英語圏）の文献

基礎文献の輪読、調査（３）：国外（欧語圏等）の文献

研究テーマの設定（１）：現代・地域における子どもの問題 研究テーマの設定に向けて絞り込むことができる

教科目名 単位数 時間数 担当教員名

子ども学特別考究I
坂越正樹・山崎晃・植田敦三・大迫知佳子・二階堂年惠・和田玲子・達川奎
三



必修・ 開講
選択別 年次

2 60 必修 2年・通年

ね
ら
い

使用図書等

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

研究の取り組み：学際的・融合的研究の意味 学際的・融合研究の意味を理解する

研究計画の確認と論文題目の検討

教科目名 単位数 時間数 担当教員名

子ども学特別考究Ⅱ 坂越正樹・山崎晃・植田敦三・大迫知佳子・二階堂年惠・和田玲子・達川奎三

博士論文作成のために設定したテーマに従って研究をすすめる。テーマの内容を演習形式で発表・討論しながら、担当教員の指導を受ける。担当指導教員の指導の下で論文作成の材料をそろ
え、吟味・配列していく。具体的には文献調査、実地調査を行い、研究データの分析・考察を行い、博士論文の作成に取り掛かる。最終的に研究データの分析、考察を受けて、担当指導教員の指
導の下で論文を作成し、完成させる。文部科学省通知「研究機関における公的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）』等を活用し、研究にあたっての倫理的配慮・課題について認識を深
める。

授 業 概 要 授業到達目標

子ども学特別研究(第二期)の趣旨の趣旨の説明及び、人を対象とする
場合の研究倫理と研究実施並びに、公的研究費の運営・管理にについ
て理解を深める

「子ども学特別研究(第二期)」を学ぶことの意味について理解し、研究における
倫理の重要性及び、公的研究費の運営・管理にかかる責任を知る。

教
 
 
 
 

育
 
 
 
 

内
 
 
 
 

容

文献調査、実地調査（１）：理論―実践問題

文献調査、実地調査（２）：調査の仮説

文献調査、実地調査（３）：方法 調査の方法の妥当性を検討する

文献調査、実地調査（4）：対象 調査対象を明確にする

研究データの分析（２）：整理 収集したデータを整理、解析する

研究データの分析（３）：検討

研究データの分析（４）：意義

文献調査、実地調査（5）：まとめ 調査で明らかになったことを検討する

研究計画の確認と論文題目の決定 調査を踏まえて論文題目を決定する

研究データの分析（１）：視点 収集したデータを分析する視点を定める

研究データの分析（５）：限界 収集データで分析できなかったことを検証する

研究データの分析（６）：まとめ データの分析について整理し、まとめる

中間発表（１）

中間発表（２）

研究データの考察（1）：概念の整理 考察に際して概念を整理する

研究データの考察（2）：先行研究との関連 先行研究と関連付ける

研究データの考察（3）：先行研究上の位置づけ 先行研究上の位置づけを検討することができる

研究データの考察（4）：学術的背景の整理 先行研究も含めた学術的背景を把握することができる

研究データの考察（5）：明示された成果 研究成果を明らかにする

研究倫理の視点から研究データを検討する

研究データの考察（11）：今後の課題 今後の課題を明示する

研究データの考察（6）：成果の意義 研究成果の意義を検討する

研究データの考察（7）：独創的な点 研究の独創的な点を見出す

研究データの考察（8）：研究計画との整合性 研究計画との整合性を把握する

研究データの考察（9）：仮説との照らし合わせ 仮説と照らし合わせ、その齟齬等を把握する

研究データの考察（10）：研究倫理

教
育
評
価

最終到達目標 評  価  法 学  修  法

基礎文献の理解、先行研究の検討を通して、
研究テーマを決定し、研究計画書を作成できる
ようにする。

実際に文献調査、実地調査したデータを整
理、系統化することができる。さらに、これらと仮
説を比較検証し、導き出した結論を整理すること
ができるようにする。

次のように評価する。
研究計画書：20％
文献に関する考察論文：30％
実地調査：20％
授業態度：30％

先行文献をおよび、内外の学術雑誌を読むこと。
さらに、自らレポートを作成し能動的に授業へ参加すること。
なお、これらの作業は週４～５回のペースで４～５時間行い、自らの課題
に応じて、適切に授業に備えること。

論文題目を検討する

調査を理論―実践問題から考察する

調査の仮説を立てる

収集したデータを分析して明らかになったことの意義と可能性を検証する

これまでの研究成果を踏まえ中間発表を行う

研究データの考察（12）：まとめ 研究データの考察についてまとめ整理する

子ども学特別研究(第二期)の総括 研究データの分析、考察を通して明示されたことを把握する

試験 試験なし



必修・ 開講
選択別 年次

2 60 選択 3年・通年

ね
ら
い

使用図書等

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

研究論文の作成（１）：草稿計画 草稿計画を作成する

研究論文の作成（２）：キーワードの整理

教科目名 単位数 時間数 担当教員名

子ども学特別考究Ⅲ 坂越正樹・山崎晃・植田敦三・大迫知佳子・二階堂年惠・和田玲子・達川奎三

博士論文の完成に向けて研究をすすめる。テーマの内容を演習形式で発表・討論しながら、担当教員の指導を受ける。担当指導教員の指導の下で論文作成の材料をそろえ、吟味・配列していく。具
体的には文献調査、実地調査を実施し、研究データの分析・考察を行った成果をまとめる。最終的に、担当指導教員の指導の下で論文を作成し、審査を受ける。文部科学省通知「研究機関における公
的研究費の管理・監査のガイドライン（実施基準）』等を活用し、研究にあたっての倫理的配慮・課題について認識を深める。

授 業 概 要 授業到達目標

子ども学特別研究(第三期)の趣旨の説明及び、人を対象とする場合の研究
倫理と研究実施並びに、公的研究費の運営・管理にについて理解を深める

「子ども学特別研究(第三期）」を学ぶことの意味について理解し、研究
における倫理の重要性及び、公的研究費の運営・管理にかかる責任
を知る。
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キーワードをピックアップし、整理する

研究論文の作成（３）：導入部の作成

研究論文の作成（４）：エビデンスの整理

研究論文の作成（５）：要約の作成 論文の要約を作成する

論文構成の確認と研究内容の吟味（１） 指導担当教員のもとで論文の進捗具合と研究内容を確認し修正する

導入部を作成する

エビデンスを整理し、妥当性を検証する

研究論文の作成（６）：表と図の作成 表と図を作成し、デザインする

研究論文の作成（７）：引用 引用方法について吟味する

研究論文の作成（８）草稿の改稿 草稿を改稿し、編集する

研究論文の作成（９）:導入部 導入部を修正する

研究論文の作成（１０）：結論部 結論部を修正する

研究論文の作成（１１）：主張 主張を整理し、その妥当性を検証する

研究論文の作成（１２）まとめ 研究論文の作成についてまとめ、研究論文を完成させる

論文構成の確認と研究内容の吟味（２） 指導会担当教員のもとで論文の進捗具合と研究内容を最終確認する

研究論文の完成（１）

研究論文の完成（２）

博士論文研究報告の準備（１）：焦点 研究報告の焦点を明確にする

博士論文研究報告の準備（２）：導入部の概略 導入部の概略を作成する

指導会担当教員の指導にしたがい、研究論文を最終的に作成し、完
成させる

博士論文研究報告の準備（３）：本論の概略 本論の概略を作成する

博士論文研究報告の準備（４）：結論部の概略 結論部の概略を作成する

博士論文研究報告の準備（５）：引用の慣行 引用について慣行にしたがっているかチェックする

博士論文研究報告の準備（６）：プレゼンテーション資料の作成：主張部分 プレゼンテーション資料の主張部分を作成する

博士論文研究報告の準備（７）：プレゼンテーション資料の作成：エビデン
ス・資料部分

プレゼンテーション資料のエビデンス・資料部分を作成する

博士論文研究報告の準備（８）：質問への準備 博士論文発表会の質問を想定し、回答を準備する

教
育
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最終到達目標 評  価  法 学  修  法

基礎文献の理解、先行研究の検討を通して、研
究テーマを決定し、研究計画書を作成できるように
する。

実際に文献調査、実地調査したデータを整理、系
統化することができる。さらに、これらと仮説を比較
検証し、導き出した結論を整理することができるよう
にする。

次のように評価する。
研究計画書：20％
文献に関する考察論文：30％
実地調査：20％
授業態度：30％

先行文献をおよび、内外の学術雑誌を読むこと。
さらに、自らレポートを作成し能動的に授業へ参加すること。
なお、これらの作業は週４～５回のペースで４～５時間行い、自らの課題
に応じて、適切に授業に備えること。

博士論文研究の発表を行い、これまでの研究成果について審査をうけ
る

博士論文研究の発表（１）

博士論文研究の発表（２）

試験 試験なし

提出資料の完成（１）：博士論文 博士論文の提出版を作成する

提出資料の完成（２）：概要 博士論文の概要を作成する

提出資料の完成（３）：プレゼンテーション資料 発表会のプレゼンテーション資料を完成させる


